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P ２　特集　令和元年　舞鶴市の予算

P ６　シリーズ市政の今

P ８　組織改編と人事異動

市公式インスタグラム
舞鶴の素敵な写真をハッシュ
タグ「#myまいづる」で公開中

Facebook “f ” Logo CMYK / .ai Facebook “f ” Logo CMYK / .ai

市公式フェイスブック
市内であった出来事や季節の
風物詩を紹介



令和元年度は『ひと・まちが輝く　未来創造・港湾都市　MAIZURU』を都市像（将来の「まち」の姿）に掲げ
る第７次総合計画が新たにスタートしました。
「令和元年度予算」は、この計画で目指す「人口10万人のにぎわいを持つまち」の指標となる「経済人口10万人」

を実現するため、これまでから取り組んできた「心豊かに暮らせるまちづくり」「安心のまちづくり」「活力ある
まちづくり」の３つをまちづくり戦略の柱と位置付け、これらの各施策の推進に戦略的、効果的に取り組むた
めに必要な予算を編成しました。歳入の減少に加え、社会保障施策の充実や社会基盤、公共施設の長寿命化、災
害対応などに必要な経費が増加する見通しの中、持続可能な財政運営に向け、歳入の身の丈を踏まえた予算編
成を強く意識し、国や府の補助金などを積極的に活用し、市の借金である「建設地方債の新規発行額」を抑制し、
市の貯金である「基金の取り崩し額」の抑制を行い財政規律を働かせた予算になっています。　

令
和
元
年
度

舞
鶴
市
の
予
算

第７次総合計画

「ひと・まちが輝く 未来創造・港湾都市 MAIZURU」の
実現に必要な施策を推進

特別会計 176 億 9,663 万円 前年度との比較 1 億 451 万円 増
国民健康保険事業会計 81 億 4,445 万円 △ 9,906 万円
貯木事業会計 103 万円 0 万円
駐車場事業会計 5,156 万円 59 万円
介護保険事業会計 82 億 1,460 万円 1 億 4,693 万円
後期高齢者医療事業会計 12 億 8,499 万円 5,605 万円

公営企業会計 118 億 3,116 万円 前年度との比較 2 億 8,839 万円 増
水道事業会計 35 億 4,180 万円 5,490 万円
下水道事業会計 71 億 15 万円 7,825 万円
病院事業会計 11 億 8,921 万円 1 億 5,524 万円

一般会計 前年度との比較 3 億 7,447 万円 増342 億 2,247 万円

当初予算の詳しい内容は、市ホームページでも紹介しています。

その他
11億4,239万円（3.2％）

市税
114億8,600万円
（33.6％）

扶助費
80億7,198万円
（23.6％）

人件費
67億1,314万円
（19.6％）

物件費
44億4,575万円
（13.0％）

地方交付税
58億5,050万円
（17.1％）

国庫支出金
54億3,064万円
（15.9％）

補助費等
36億175万円
（10.5％）

公債費
35億2,837万円

（10.3％）

繰出金
31億7,865万円

（9.3％）

普通建設事業費
33億6,955万円

（9.9％）

投資及び出資貸付金
10億3,226万円
（3.0％）

維持補修費
2億4,119万円（0.7％）

積立金・予備費
3,983万円（0.1％）

市債　　
32億4,950万円

（9.5％）　

府支出金
29億374万円

（8.5％）

繰入金
10億7,789万円
（3.2％）

地方消費税交付金
14億3,020万円
（4.2％）

諸収入
10億2,083万円
（3.0％）

使用料及び手数料
6億3,078万円（1.8％）

　

歳　入
総額

342億2,247万円

歳　出
総額

342億2,247万円
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❖「建設地方債」とは、道路・河川などの整備を行うための借り入れです。
❖市の借り入れ残高を減らすため、借入額が返済額よりも少なくなるよ

う計画的に取り組みを進めています。　
❖こうした取り組みが実を結び、下記のように、

地方債残高は減少し続けています。

『まいづる家』の家計簿

『まいづる家』の取り組み

1建設地方債の新規発行額を抑制 2基金の取り崩し額の抑制
❖「基金」とは、災害など予期せぬ支出や税収など

収入の減少、公共施設の整備などに備えた舞鶴
市の貯金のことです。今後の急な支出が必要と
なった際、市民生活の安心のために十分な額を
確保するために、取り崩し額が少なくなるよう
歳出の抑制や財源の確保に努めました。

今後のまいづる家のみんなのために、令和元年度の予算編成で工
夫をした２つの取り組みを紹介いたします。

舞鶴市の予算の内容

建設地方債の推移【決算】

H18

272
262

254

222
214

205 203 200 205 199 197 197

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

300

200

100

（単位：億円）

返済額
21億 ＞借入額

20億

令和元年度
建設地方債

収入 （市の財政にあてはめると）　　　  金額 支出 （市の財政にあてはめると）　  金額
自分の給料 （市税、地方交付税など） 197,000円 医療費（扶助費） 81,000円

親からの援助（国・府支出金） 83,000円 子どもの教育費や仕送りなど
（補助費等、出資金貸付金、繰出金） 78,000円

ローンの借り入れ（市債） 32,000円 食費（人件費） 67,000円

家賃収入
（諸収入、使用料や分担金、財産収入など） 19,000円 光熱水費や日用品の購入（物件費） 44,000円

貯金の取り崩し（繰入金） 11,000円 家の増改築や修繕
（建設事業費等、維持補修費） 36,000円

ローンの返済（公債費） 35,000円

貯金・その他雑費（積立金・予備費） 1,000円

計　　　　　　　　　342,000円  計　　　　　　　342,000円

令和元年度の一般会計の予算の内容を家計に例えながら分かりやす
く説明します。

まいづる家では、医療費や食費、こどもの教育
費・仕送りなど、毎月決まった支出が家計の大部
分を占め、自分の給料と、親からの援助やローン
の借り入れなども活用し、やりくりをしています。

左の表では、近年の舞鶴市の決算のうち、市税などの経常的な収入と
人件費や扶助費（福祉・医療費）など経常的な支出（いずれも一般財源）
の推移を表しています。

人口減少で、市税などの収入が減る一方、医療・介護会計への繰出金
や維持補修費などの支出は増加し、年々収入と支出の差が縮まってい
ます。

少子高齢化の影響で、今後も福祉をはじめとする社会保障費などの
支出が増えることが見込まれます。

※令和元年度一般会計の予算約 342 億
円を、月収 34 万 2 千円の「まいづる
家」の家計簿に例えて説明しています。 
なお、１億円を「１千円」に例えています。
また、（）内は実際の市の予算の歳入・歳出
の科目等です。

令和元年度 基金取り崩し額【予算】

22億円

11億円
16億円

11億円

節約に努め、決算時には

11億円に削減

基金
取り崩し額

基金残高

H29 H30 R1

106億円
87億円

77億円

前年度より

約5億円削減

建設地方債は

75億円減少

舞鶴市の決算の推移（経常収支比率）
収支のバランスを健全に

３年後に96㌫を目標

H29H28H27

収
入
支
出

収支の比率
93.5㌫

96.5㌫ 97.9㌫

単位:億円

190

200

210

※

※基金残高は、H29は決算額、H30とR1は決算が未確定の
ため予算額を表しています。
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主
な
事
業

「
人
口
10
万
人
の
に
ぎ
わ
い
」を
持
つ
ま
ち
・
舞
鶴
の
実
現
に
向
け

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
重
点
事
項
を
推
進

舞鶴幼稚園と西乳児保育所を集
約し、幼稚園機能と保育所機能
を併せ持った幼保連携型認定こ
ども園を開設し運営

新たな「乳幼児教育ビジョン」
に基づき“子育て環境の充実”
と“乳幼児期の豊かな成長への
支援”を強化

義務教育９年間を見通した一貫
性のある学習指導・生徒指導と、
小・中学校の円滑な接続を行う

「小中一貫教育」を推進

東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会におけるウズベ
キスタンのホストタウンを契機
とするスポーツ交流拠点づくり
の推進【事前合宿受け入れ種目 :
レスリング・柔道競技】

令和２年度からの新学習指導要
領の円滑な実施に向けた小・中
学校の ICT 機器の整備

次期一般廃棄物最終処分場の令
和３年度中の供用開始を目指
し、現処分場の南側市有地にお
いて建設工事に着手

子育て家庭に対する経済的支援
策の充実・強化のため、府との
協調により中学生の医療費自己
負担に係る助成制度を拡充

志高排水路整備や由良川出水時
の排水ポンプ車などによる減災
対策

下流域に住家などがあり、利用
されていないなど災害リスクの
高い農業用ため池の廃止を含む
総合的な対策を実施

消費税・地方消費税率引き上げ
が消費に与える影響の緩和と地
域における消費喚起・下支えの
ため、低所得者・子育て世帯主
を対象にプレミアム付商品券を
販売

市が借り受けた空き家を改修
し、移住者に貸し出し、市外か
らの移住を促進。また、子育て
世帯の住宅確保を支援（３世代
同居・近居・多子世帯）。

1億 1,879万円

608万円

901万円

1,559万円

4億 4,112万円

2億 3,455万円

3,450万円

1億 3,000万円

4,213万円

公立認定こども園 
「舞鶴こども園」の開設

心豊かに暮らせる
まちづくり

安心の
まちづくり

乳幼児教育充実・強化 
推進事業

小中一貫教育推進事業

スポーツ交流拠点づくり
事業

学校ICT 環境整備事業

次期最終処分場の整備

子育て支援医療助成
令和元年度
重点事業

由良川水防災対策促進事業

農業用ため池の 
防災減災事業

プレミアム付商品券発行事業

移住定住の促進

1
2

717万円

1,374万円
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1  

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

2  

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

3  

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

赤れんがパークを中心としたエ
リアの魅力向上のため民間活力
の導入検討や再整備を実施

（防衛省「まちづくり支援事業」
（補助率10分の7.5）等を活用

引土境谷線、和泉通線などの主
要幹線道路や周辺地域と市街地
などを結ぶ道路の整備推進など

林業施業の促進と森林の多面的
機能の維持のため、今年度から
スタートする新たな森林経営管
理制度により、林業施業地集積
化に向けた取り組みを実施成生漁港の埋立整備、竜宮浜漁

港海岸保全対策、海岸漂着物の
回収・処分

府の高野川整備事業と連携し大
手ポンプ場整備などを推進

西市街地への外水の侵入を防ぐ
ため、逆流防止施設を設置する
など、さまざまな浸水対策を実
施するとともに、東市街地の浸
水対策基本計画を策定

舞鶴市の医療の充実に向けたさ
まざまな取り組み
❖舞鶴市地域医療確保奨学金等

貸付金
❖「地域医療の充実」共同研究事業
❖医師・医学生研修支援事業
❖医師確保対策事業費助成金

細川幽斎ゆかりの田辺城趾、西
地区城下町への観光誘客の促進

（850 万円）、田辺城趾内の整備、
城下町としての街並みを生かし
た歴史のみちづくり整備（6,300
万円）、田辺城趾内の心種園の修
繕など（200 万円）

３億 2,300万円

1億 5,034万円
1,285万円

7,350万円

地方創生拠点整備事業

主要幹線道路整備の推進

西舞鶴道路整備等促進事業、府
道小倉西舞鶴線等改良事業、京
都舞鶴港整備事業費負担金など

地理的表示（GI）保護制度に登
録された『万願寺甘とう』の安
定供給と消費拡大を支援

１億 5,757万円

国道・府道の整備促進へ
の連携強化

万願寺甘とう振興事業

森林経営管理推進経費

漁港施設等整備促進

雨水処理事業

浸水対策事業

地域医療の充実に 
向けた取り組み　

活力ある
まちづくり

2020年
ＮＨＫの大河ドラマ

「麒麟がくる」関連事業

3つの
まちづくり

3

特 集

３億 1,557万円

2,702万円

1,270万円

3,065万円

1億 3,500万円
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No.63

２
０
３
０
年
の
舞
鶴
の
姿

　
　

ヒ
ト
、
モ
ノ
、
情
報
、
あ
ら
ゆ
る
資
源
が
つ
な
が
る
未
来
の
ま
ち

シリーズ

便
利
な
田
舎
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て

豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
や
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
都
会
に
も
行
け

る
と
い
う
立
地
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
企
業
や
教
育
機
関
と
連

携
し
、先
端
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら「
便
利
な
田
舎
暮
ら
し
」の
実

現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。今
回
は
、

２
０
３
０
年
の
市
の
姿
を
見
据
え
、地
域
の
課
題
解
決
や
新
た
な
地

域
活
性
化
に
向
け
、進
め
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

舞鶴発
新たな地域活性化モデル
Coworkation Village MAIZURU

CO×WORK×VACATION
          みんなで×働く×休暇

あ
え
て
会
社
を
離
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
環
境
で
仕
事
を
す
る
。働
き
方
が
多

様
化
し
て
い
る
今
、
働
き
方
に
縛
ら
れ
ず
、

働
く
場
所
を
自
由
に
選
べ
る
時
代
。市
で

は
民
間
企
業
と
協
働
で
赤
れ
ん
が
３
号
棟

２
階
に
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
開

設
。重
要
文
化
財
で
あ
る
赤
れ
ん
が
の
建

物
の
中
に
現
代
の
デ
ザ
イ
ン
家
具
を
設
置

し
、
日
常
と
は
異
な
る
空
間
で
仕
事
や
打

ち
合
わ
せ
な
ど
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
。都

市
部
の
就
業
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
は
じ

め
市
内
の
事
業
者
や
市
民
、
学
生
な
ど
誰

も
が
自
由
に
利
用
で
き
、
人
の
交
流
か
ら

舞
鶴
の
若
者
が
夢
を
抱
け
る
よ
う
な
「
地

域
活
性
化
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
し
て
ト
ラ
イ

ア
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

交
流
を
起
点
と
し
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」

「
教
育
」「
人
財
活
用
」を
は
じ
め
、赤
れ
ん
が

パ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
新
た
な
交
流
の
創
造
、
関
係
人
口

の
増
加
や
移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
て
先

進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

コワーケーション　　　　　　　ビレッジ

「Coworkation Village MAIZURU」は地域を
活性化するフィールド。会員登録していただ
ければ誰でも利用できます。市民の皆さんの
活力が市の活力になります。

交
わ
る
こ
と
に
よ
る
創
造

～持続可能なまちを目指す～

▪利用時間　　９時～ 17 時
▪場所　　　　赤れんが３号棟２階
▪利用料金　　❖月額会員…月 17,280 円
　　　　　　　❖日額会員…１日 1,296 円
▪席数　　　　40 席
▪設備等　　　Free‐Wi-Fi、冷蔵庫

誰でも利用できます

【５月に予定しているワークショップ】

▪㈱ハッシャダイファクトリー企業説明会
▪プログラミング教室  （32㌻に関連記事）
▶詳しくは、移住・定住促進課（☎66・1085）へ。
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少
子
・
高
齢
化
や
地
域
経
済
の

停
滞
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱

体
化
な
ど
に
よ
る
地
方
自
治
体
の

財
政
の
悪
化
な
ど
、
日
本
の
地
方

都
市
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。市
で
は
将
来
の

課
題
を
見
据
え
て
積
極
的
に
先
進

技
術
を
取
り
込
み
「
便
利
で
豊
か

な
田
舎
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

（
舞
鶴
版Society5.0

）
※
」
の
実

現
を
進
め
る
た
め
、
４
月
12
日
に

オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
（
細
井
俊
夫

社
長
）
と
２
０
３
０
年
を
見
据
え

た
地
方
の
社
会
的
課
題
解
決
の
た

め
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

今
回
の
協
定
は
、
上
図
の
５
項

目
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
地
方
都

市
が
外
部
環
境
に
依
存
せ
ず
、
自

ら
稼
ぎ
、
安
定
し
た
地
域
経
済
を

実
現
す
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な

社
会「
自
律
社
会
」の
形
成
を
目
指

し
て
連
携
し
共
同
で
取
り
組
む
も

の
で
す
。

※
狩
猟
・
農
耕
・
工
業
・
情
報
社
会

に
続
く
新
た
な
社
会
。仮
想
空
間

と
現
実
空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ

た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
経
済
発
展
と

社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
し

た
、人
間
中
心
の
社
会
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
開

設
に
先
立
ち
、
３
月
28
日
に
市
と

株
式
会
社
J
&
J
事
業
創
造
、
株

式
会
社
ハ
ッ
シ
ャ
ダ
イ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
、株
式
会
社
美
京
都
の
4
者
で

「
地
域
活
性
化
連
携
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。豊
か
な
自
然
や
文
化
を

も
つ
舞
鶴
市
を
舞
台
に
、若
い
世
代

へ
の
発
信
力
の
強
い
企
業
と
連
携
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
起
点
と
し
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
創
生
、人
財
活
用
、働
き

方
改
革
、若
者
が
夢
を
抱
け
る
環
境

づ
く
り
な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
協
定
に

よ
り
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
で
全
国
に
先
駆
け
て「
舞

鶴
モ
デ
ル
」の
実
現
を
積
極
的
に
目

指
し
ま
す
。

地域活性化×舞鶴

株式会社 J&J 事業創造
決済事業（JCB）・旅行事業（JTB）のイ
ンフラを通じて、新たな付加価値を提
案し、快適で心豊かな生活作りに貢
献。

株式会社ハッシャダイファクトリー
「よそもの、ばかもの、わかもの」の「選
択格差」のない社会を目指す。中・高卒
者を対象に就職に必要な知識や技能
などを教え企業への就職支援を行う

「ヤンキーインターン」が話題に。

株式会社美
み や こ

京都
「わがままであれ」を経営理念とし「若
者の可能性を広げる」「京都の価値を
創造する」「地域の魅力を発信する」を
掲げる。自治体や大学、企業と連携し
事業やイベントを多数展開。

▲百瀬裕一　
　　代表取締役社長

▲橋本茂人
　　　　代表取締役

▲中馬一登　取締役　

自
律
社
会
の
実
現

地方都市の課題解決×舞鶴
～持続可能なまちを目指す～

～先進的な取り組みを積極的に進める～
【協定を締結した３社の概要】
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２
０
１
９
年
度

組
織
改
編
と
人
事
異
動

　
４
月
１
日
付
け
で
組
織
改
編
と

人
事
異
動
を
実
施
。

　
２
０
１
９
年
度
は
都
市
像
に
「
ひ

と
・
ま
ち
が
輝
く 

未
来
創
造
・
港
湾
都

市 

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」を
掲
げ
る「
第

７
次 

舞
鶴
市
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
夢
と
希
望
を 

お
年
寄
り
に
は
感

謝
を
」
を
基
本
理
念
と
し
、
市
民
と
行

政
が
、
と
も
に
未
来
に
向
け
た
「
ひ
と

づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」に
取
り
組
む

「
未
来
を
拓
く
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

■
副
市
長
に
堤
茂
氏

　
副
市
長
堤
茂
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、堤
茂
氏
を
、議
会
の
同
意
を
得
て
副

市
長
に
任
命
。豊
富
な
行
政
経
験
、卓
越

し
た
行
政
手
腕
の
も
と
、
山
口
寛
士
副

市
長
と
と
も
に
、
全
職
員
が
一
丸
と
な

り
、今
後
の
市
政
運
営
に
取
り
組
む
。

■
組
織
改
編
な
ど

�
舞
鶴
版Society5.0 

推
進
本
部

の
新
設

　
先
端
技
術
（
Ａ
Ｉ
や
Ⅰ
ｏ
Ｔ
）
を

活
用
し
て
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

や
助
け
合
い
、
互
い
を
思
い
や
る「
共

助
」の
仕
組
み
を
創
出
し
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
未
来
型
の
ス
マ
ー
ト

な
ま
ち
「
便
利
な
田
舎
暮
ら
し
が
で

き
る
ま
ち
」を
目
指
す
。

�
京
都
舞
鶴
港
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
推

進
担
当
課
長
の
新
設

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
取
り

組
み
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
の
誘
致
、メ
タ
ン

ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
活
用
な
ど
、
京
都

舞
鶴
港
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
拠
点

化
」の
施
策
を
総
合
的
に
進
め
る
。

�
子
ど
も
総
合
対
策
室
の
新
設

　
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」
を
目
指
す

た
め
、「
子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
支

え
る
環
境
づ
く
り
」「
親
と
子
が
安
心

し
て
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
」な
ど
、
豊
か
な
育
ち

に
関
す
る
多
様
な
取
り
組
み
を
、
総

合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
。

�
乳
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と
舞
鶴
こ

ど
も
園
の
新
設

　
乳
幼
児
の
一
貫
し
た
育
ち
と
学
び

を
支
援
す
る
た
め
、
舞
鶴
幼
稚
園
と

西
乳
児
保
育
所
を
集
約
し
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
つ
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
「
舞
鶴
こ
ど

も
園
」を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
乳
幼

児
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
拠
点
施

設
と
し
て
同
園
に
「
乳
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
」を
併
設
。

�
生
き
る
力
を
育
み
夢
を
か
な
え
る

教
育
推
進
本
部
の
新
設

　
教
育
振
興
大
綱
や
乳
幼
児
教
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
基
本
理
念
「
０
歳

か
ら
15
歳
ま
で
の
切
れ
目
な
い
質
の

高
い
教
育
の
充
実
」を
実
現
し
、
子
ど

も
の
豊
か
な
育
ち
の
連
続
性
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
市
長
部
局
と

教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
た
組
織

と
し
て
設
置
。

�
男
女
共
同
参
画
担
当
課
長
の
新
設

　
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な

が
ら
、平
等
に
参
画
し
、個
性
に
応
じ

て
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
を
推
し

進
め
る
た
め
、
女
性
の
社
会
参
画
促

進
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
、総
合
的
か
つ
効
果
的
に
行
う
。

�
改
革
推
進
課
の
新
設

　
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
歩
み

を
確
実
な
も
の
と
し
、
持
続
発
展
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
整
え
る
た

め
、
新
た
に
市
長
公
室
に
改
革
推
進
課

を
設
置
し
、公
共
施
設
の
あ
り
方
、事
業

運
営
の
見
直
し
、
組
織
運
営
の
効
率
化

な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
改
革
案
件
に
、ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

�
公
民
館
担
当
課
長
の
新
設

　
公
民
館
で
は
、市
民
と
と
も
に
、地

域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
あ
た
る

と
と
も
に
、
地
域
に
誇
り
と
愛
着
が

持
て
る
事
業
や
講
座
な
ど
学
び
の
場

を
提
供
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
進
め
、
地
域
づ
く
り
を
担

う
人
材
の
育
成
を
図
る
。

�
消
防
団
担
当
課
長
の
新
設

　
地
域
防
災
に
消
防
団
が
果
た
す
役

割
は
大
き
い
が
、人
口
減
少
、少
子
高

齢
化
な
ど
で
、
消
防
団
員
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
状
況

を
踏
ま
え
、
地
域
の
守
り
の
要
で
あ

る
消
防
団
の
更
な
る
充
実
と
強
化
を

図
る
。

�
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
職

員
の
配
置

　
国
と
強
固
な
連
携
の
も
と
、
日
本

海
側
拠
点
港
で
あ
る
京
都
舞
鶴
港
の

機
能
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年

度
か
ら
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
職
員
を
任
用
し
て
お
り
、
２
０

１
９
年
度
に
お
い
て
も
み
な
と
振

興・国
際
交
流
課
へ
配
置
。

�
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏

福
知
山
市
と
の
人
事
交
流

　
京
都
府
北
部
地
域
連
携
都
市
圏
ビ

ジ
ョ
ン
を
推
進
し
、
連
携
推
進
を
更

に
深
化
さ
せ
る
た
め
、
平
成
30
年
度

の
京
丹
後
市
と
の
人
事
交
流
に
続

き
、
２
０
１
９
年
度
は 

福
知
山
市
と

人
事
交
流
を
実
施
し
、
京
都
府
北
部

５
市
２
町
の
さ
ら
な
る
情
報
の
共
有

と
事
業
の
推
進
に
取
り
組
む
。

�
７
月
豪
雨
被
災
地
呉
市
へ
職
員
派
遣

　
７
月
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
呉
市
に
対
し
、
旧
軍
港
四
市（
舞
鶴

市
、横
須
賀
市
、呉
市
、佐
世
保
市
）締

結
の「
災
害
時
に
お
け
る
旧
軍
港
市
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
10
月
か
ら
、土
木
技
術
職
員

を
派
遣
し
て
お
り
、２
０
１
９
年
度
も

継
続
し
て
派
遣
す
る
。

■
女
性
の
係
長・管
理
職
の
割
合
増
加

　
異
動
の
規
模
は
職
員
８
１
０
人
中

２
７
６
人
。平
成
30
年
度
の
退
職
者

は
40
人
、
２
０
１
９
年
度
の
採
用
者

は
21
人
。職
員
総
数
は
８
２
９
人
か

ら
８
１
０
人
へ
、
19
人
の
減
。女
性
職

員
の
割
合
は
39
・
２
㌫
、係
長
に
女
性

が
占
め
る
割
合
は
35
・
２
㌫
、管
理
職

に
女
性
が
占
め
る
割
合
は
16
・
９
㌫

（
い
ず
れ
も
病
院
と
消
防
を
除
く
）。
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■
人
事
異
動

【
部
次
長
】

▽
政
策
推
進
部
長（
東
京
事
務
所
長
兼

産
業
振
興
部
次
長
）有
吉
央
顕
▽
総
務

部
長（
環
境
対
策
室
長
）平
野
広
道

▽
市
民
文
化
環
境
部
長
（
政
策
推
進

部
長
）
西
嶋
久
勝
▽
教
育
委
員
会
指

導
理
事（
白
糸
中
学
校
長
）秋
原
栄
人

▽
上
下
水
道
部
長
（
上
下
水
道
部
経

営
企
画
課
長
）
池
田
秀
男
▽
東
京
事

務
所
長
兼
産
業
振
興
部
次
長
（
産
業

振
興
部
農
林
課
長
）
桑
垣
義
亮
▽
資

産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
長
（
総
務

部
税
務
課
長
）
野
口
和
英
▽
環
境
対

策
室
長
（
建
設
部
建
設
総
務
課
長
）

井
田
和
志
▽
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長（
地
域
づ
く
り
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

長
）
岸
本
淳
子
▽
子
ど
も
総
合
対
策

室
長
兼
幼
稚
園
・
保
育
所
課
長
兼
乳

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長（
健
康
・
子

ど
も
部
次
長
兼
幼
稚
園
・
保
育
所
課

長
）田
中
昭
▽
国
・
府
事
業
推
進
室
長

（
国
・
府
事
業
推
進
室
国
・
府
事
業
推

進
課
長
）
岸
本
浩
▽
上
下
水
道
部
次

長（
経
営
効
率
化
・
広
域
連
携
推
進
担

当
）兼
経
営
企
画
課
長（
再
任
用
）（
上

下
水
道
部
長
）
小
島
善
明
▽
上
下
水

道
部
次
長
兼
水
道
整
備
課
長
（
上
下

水
道
部
水
道
整
備
課
長
）新
谷
哲
也

　4 月 1 日からみなと振興・国際交流課で港湾整備
や港湾に関する計画を担当しています。
　近年、京都舞鶴港は取扱貨物量の増加や国際ク
ルーズ客船が多く寄港するなど、非常に活気があふ
れた港になっています。市の皆さんと力を合わせ
て、引き続き、京都舞鶴港の機能強化や利用促進に
努め、国際港湾都市舞鶴の発展に貢献したいと思い
ます。また、舞鶴市勤務は初めてになりますが、豊か
な自然や歴史などに囲まれた街と感じています。
　一市民としても舞鶴市の魅力を学び、広めていき
たいです。 大

お お ふ さ

總 学
が く

 さん

舞鶴市産業振興部　産業創造室
みなと振興・国際交流課

国際港湾都市「舞鶴」に貢献したい Interviewインタビュー  国交省⇒舞鶴

みなとに吹く
　新たな浜風

足
あ だ ち

立 訓
く に あ き

章 さん

舞鶴市産業振興部　産業創造室
みなと振興・国際交流課

　みなと振興・国際交流課で港を生かした産業振興
に関する業務に携わらせていただくことになりま
した。
　港をきっかけに古くから培われたグローバルな
視点・センスを学ばせていただきながら、国内外か
ら来られるお客様に対し北近畿の魅力を伝えられ
るよう頑張りたいと思っています。また、大河ドラ
マ「麒麟がくる」決定に伴い府北部地域が活気づく
なか、自治体の枠を越えそれぞれの強みや特徴を生
かし、連携した観光誘客を推進するためにも、さま
ざまな方とつながりをつくりながら職務に励んで
いきたいと思います。

「麒麟がくる」で自治体連携

Interviewインタビュー   福知山⇒舞鶴

　みなと振興・国際交流課に国土交通省近畿地方整備局
職員の大總学さんと福知山市職員の足立訓章さんを迎え
ます。舞鶴港に吹く新たな風として、国との強固な連携の
もと日本海側拠点港である京都舞鶴港の機能強化を目指
します。また、昨年京丹後市と実施した北部５市２町の人
事交流を福知山市と行うことで大河ドラマ「麒麟がくる」
に向け連携した観光誘客などに取り組みます。

9

▲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
課
長
級
も
掲
載
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▲現地の体験を報告

英
語
研
修
参
加
者
が
帰
国
報
告

ポ
ー
ツ
マ
ス
市
か
ら
帰
国

　
４
月
５
日
、姉
妹
都
市
・
ポ
ー
ツ

マ
ス
市（
英
国
）で
の
英
語
研
修
に

参
加
し
た
中
学
・
高
校
生
の
７
人

が
市
役
所
で
多
々
見
市
長
に
帰

国
報
告
を
し
ま
し
た
。参
加
者
た

ち
は
３
月
23
日
～
31
日
の
日
程

で
ポ
ー
ツ
マ
ス
市
を
訪
問
。ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
現
地
の

英
会
話
学
校
に
通
い
、ま
た
、メ
イ

フ
ィ
ー
ル
ド
校
で
昨
年
10
月
に
初

来
訪
し
た
同
校
生
徒
た
ち
と
交
流

し
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
現
地
で
買
い
物

の
際
と
て
も
や
さ
し
く
対
応
し
て

も
ら
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
日
本
か

ら
持
っ
て
行
っ
た
カ
イ
ロ
が
現
地

で
と
て
も
喜
ば
れ
て
び
っ
く
り
し

た
こ
と
な
ど
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。　

《
み
な
と
振
興・国
際
交
流
課
》

寄
付
金・寄
贈
品
な
ど

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
30
年
度
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、匿
名
を
希
望
さ
れ
て
い
る

人
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
寄
付
金
】（
敬
称
略
）

▪
個
人　
❖
ふ
る
さ
と
納
税
…
６

１
９
人
❖
市
民
福
祉
…
桑
田
弘
子

（
南
田
辺
）、
神
内
克
己（
公
文
名
）、

松
嶋
康
晴（
森
）

▪
団
体　
市
民
福
祉
…
全
京
都
建

築
労
働
組
合
舞
鶴
支
部
、
舞
鶴
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
ラ
オ
ケ
連
盟
、
大
相

撲
舞
鶴
場
所
実
行
委
員
会
、
舞
鶴

商
工
会
議
所
女
性
会
、
海
上
保
安

学
校
内
売
店

【
寄
贈
品
】（
敬
称
略
）

▪
団
体　
❖
㈲
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
ヴ

イ・タ
ナ
カ
…
全
自
動
洗
濯
機

❖
㈲
あ
っ
さ
り
漬
食
品
工
業
…
朝

日
小
学
生
新
聞
❖
㈱
京
都
銀
行
営

業
本
部
…
カ
ラ
ー
竹
馬
❖
（
一
財
）

舞
鶴
交
通
安
全
協
会
…
安
全
傘

❖
（
一
社
）
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

…
下
敷
き
❖
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
舞
鶴
…
児
童
図
書
❖
舞
鶴
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
、安
全
旗
❖
舞
鶴
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、舞
鶴
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
…
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
発
電
機
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器

❖
（
一
社
）
青
森
県
り
ん
ご
対
策
協

議
会
・
舞
鶴
合
同
青
果
株
式
会
社
…

り
ん
ご

❖
海
上
保
安
庁
Ｏ
Ｂ
有
志
一
同
…

戦
後
引
揚
者
の
海
上
移
送
を
行
っ

た
巡
視
艇
模
型　
ほ
か

《
平
成
30
年
度
寄
付
金
》　
平
成
30
年

度
に
い
た
だ
い
た
市
の
福
祉
に
対
す

る
寄
付
金
は
、８
件
、１
２
２
万
３
，３

６
６
円
。そ
の
お
志
に
沿
う
よ
う
「
市

民
福
祉
さ
さ
え
あ
い
基
金
」
に
積
み

立
て
、高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
人
、未

来
を
担
う
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
６
１

９
件
、１
，６
５
２
万
５
，５
０
０
円
は

「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」に
積
み
立
て
、

舞
鶴
市
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
《
企
画
政
策
課
、

福
祉
企
画
課
、教
育
総
務
課
》

▲参加者たちと市長

Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
実
地
検
証
に
か
か
る
協
定
を
締
結

効
率
的
な
市
役
所
業
務
の
た
め
に

　
４
月
18
日
に
市
と
京
都
電
子
計
算
株

式
会
社
で「
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
全
庁
的
実

地
検
証
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
は
従
来
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ

（
光
学
文
字
認
識
）と
違
い
、手
書
き
の
文

字
を
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
デ
ジ
タ
ル
文

字
コ
ー
ド
に
変
換
し
、識
字
率
を
劇
的
に

向
上
さ
せ
る
も
の
で
、手
入
力
の
時
間
を

短
縮
す
る
と
同
時
に
、入
力
ミ
ス
な
ど
の

減
少
を
目
指
す
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で
に

保
育
所
の
入
所
に
使
用
す
る
支
給
認
定

申
請
書
な
ど
の
手
書
き
文
字
の
読
み
取

り
テ
ス
ト
を
行
い
、良
好
な
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
」と「
Ｒ
Ｐ
Ａ（
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
を
記
憶
し
自
動
実
行
す
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
）」
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
手
入
力
で
時
間
の
か

か
っ
て
い
た
事
務
の
作
業
時
間
短
縮
が

見
込
め
ま
す
。　　
《
情
報
シ
ス
テ
ム
課
》

▲締結式の様子
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▲うおづるくん

「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」が
決
定

産
地
で
味
わ
う
と
最
高
に
う
ま
い

　
（
一
社
）舞
鶴
市
水
産
協
会
が
、28
年

度
か
ら
始
め
た「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供

店
」の
新
規
と
継
続
登
録
の
審
査
が
3

月
18
日
に
、登
録
認
定
委
員
会
で
行
わ

れ
、新
た
な
2
店
舗
を
含
め
合
計
32
店

舗
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」は
、舞
鶴

地
方
卸
売
市
場
で
取
り
扱
わ
れ
た
生

鮮
魚
介
類（
舞
鶴
の
さ
か
な
）や
そ
の

料
理
を
積
極
的
に
提
供
し
、舞
鶴
の
食

の
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
の
登
録
基

準
を
満
た
し
た
店
舗
。目
と
舌
は
も
ち

ろ
ん
、
耳
で
も
満
足
で
き
る
よ
う「
こ

の
さ
か
な
は
何
？
」な
ど
、
さ
か
な
の

話
を
お
店
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
提
供
店
は
、店
内
に
掲
出
さ
れ
て
い

▲提供店は「青いのぼり」が目印

る「
登
録
証
」や
青
い
の
ぼ
り
が
目
印
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
丹
後
と
り
貝
や

岩
が
き
、ア
ジ
な
ど
初
夏
の
さ
か
な
が

目
白
押
し
。ぜ
ひ
「
舞
鶴
の
さ
か
な
提

供
店
」へ
。

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
（
水
産
課
内
、

66・１
０
２
０
）へ
。

丹
後
と
り
貝・育
成
岩
が
き
の
出
荷
が
最
盛
期

舞
鶴
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
全
国
へ
発
信
中

　
舞
鶴
湾
で
は
、肉
厚
で
柔
ら
か
く
深

い
甘
み
と
一
般
的
な
と
り
貝
の
倍
以

上
の
大
き
さ
が
特
徴
の
「
丹
後
と
り

貝
」と
、
餌
と
な
る
海
中
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
豊
富
な
水
深
で
育
成
さ
れ
、天

然
物
に
比
べ
身
の
入
り
が
１・５
倍
に

も
な
る「
育
成
岩
が
き
」の
出
荷
が
最

盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
舞
鶴
市
内
で
は
、丹
後
と
り
貝
が
約

25
万
個
、育
成
岩
が
き
約
18
万
個
の
出

荷
が
見
込
ま
れ
、丹
後
と
り
貝
は
６
月

下
旬
ま
で
、育
成
岩
が
き
は
８
月
下
旬

ま
で
、舞
鶴
地
方
卸
売
市
場
か
ら
、市

内
を
は
じ
め
、東
京
の
豊
洲
市
場
や
名

古
屋
、大
阪
、神
戸
へ
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
丹
後
と
り
貝
と
育
成
岩
が
き
は
市

内
の「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」な
ど

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
舞
鶴

の
さ
か
な
提
供
店
食
べ
処
・
買
い
処

マ
ッ
プ
」や「
丹
後
と
り
貝
の
食
べ
処

案
内
」
は
、
市
内
観
光
施
設
の
ほ
か
、

（
一
社
）
舞
鶴
市
水
産
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
（
水
産
課
内
、

66・１
０
２
０
）へ
。

▲丹後とり貝

▲育成岩がき

舞
鶴
市
第
4
期
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

誰
も
が
生
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
役
割
を
持
っ
て
生
き
い
き
と
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
「
舞
鶴
市
第
4
期
地
域
福
祉
計
画
」

（
２
０
１
９
～
２
０
２
２
年
度
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
「
各
分
野
の
新
た
な
連

携
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
や
す

い
し
く
み
づ
く
り
」「
地
域
の
福
祉
環

境
の
基
盤
づ
く
り
」「
市
民
参
加
の
促

進
」「
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
」

を
基
本
方
向
と
し
て
、
計
画
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、市

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
意

見
を
募
集
し
た
結
果
、
特
に
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
計
画
の
内
容
は
、福
祉
企
画
課
、市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
福
祉
企
画
課（
☎
66
・

１
０
１
１
）へ
。

第 4 期地域福祉計画の概要

基本理念

誰もが住み慣れた地域で役割を持って生きいきと暮らし続けられるまち
を目指して～ひとりぼっちをつくらない、ともに支えあうまちづくり～
①人権の尊重 ②地域住民が主人公③孤立防止④地域力の底上げ

基本方向 推進内容

各分野の新たな連携 ❖異なる分野の新たな連携

福祉サービスが利用しやすい
しくみづくり

❖相談体制の充実
❖自ら必要な情報を得たり判
　断したりすることが困難な
　人への対応
❖災害時の要配慮者支援

地域の福祉環境の基盤づくり

❖地域福祉の連携
❖日常生活を支えるサポート
　体制
❖サービスの質の向上

市民参加の促進

❖福祉についての意識啓発
❖地域福祉活動を行う各種団
　体の活動支援
❖小地域ネットワーク活動

包括的な支援体制の整備

❖住民が主体的に課題を把握
　し活動できる環境整備
❖地域住民の相談を包括的に
　受け止める体制づくり
❖多機関協働による包括的な
　相談支援体制の構築

▲ ( 一社 ) 舞鶴市
　水産協会ＨＰ
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教
育
振
興
大
綱
を
策
定

夢
に
向
か
っ
て
将
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
に

　
市
で
は
、
教
育
の
振
興
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、
そ
の
目
標
や
施
策
の
根
本
と
な

る
方
針
を
定
め
た
「
教
育
振
興
大
綱
」

を
策
定
。大
綱
で
は
「
ふ
る
さ
と
舞
鶴

を
愛
し
夢
に
向
か
っ
て
将
来
を
切

り
拓
く
子
ど
も
」の
育
成
を「
育
て
た

い
子
ど
も
像
」に
掲
げ
、
基
本
理
念
を

「
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
切
れ
目
な

い
質
の
高
い
教
育
の
充
実
」
と
し
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
５
つ
の
基
本
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続

き
制
度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基

づ
き
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
特
に

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
大
綱
は
、
教
育
総
務
課
や
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、教
育
総
務
課（
☎ 

66 

・

１
０
７
０
）へ
。

教育振興大綱の概要

育てたい子ども像

ふるさと舞鶴を愛し 夢に向かって将来を切り拓く子ども

基本理念

０歳から 15 歳までの切れ目ない質の高い教育の充実

基本方針

①生きる力を育み子どもの夢をかなえる教育の推進　
　❖切れ目ない教育の推進
　❖質の高い乳幼児教育の推進
　❖個性を伸ばし夢をかなえる学校教育の充実
　❖心身ともに健全な子どもの育成
②子どもを育てる教育環境の充実　
　❖教師等の資質能力の向上と指導体制の充実
　❖学校等における教育環境の充実
　❖高等学校等との連携の推進
③ふるさとを愛する心を育む教育の推進　
　❖ふるさと学習の推進
　❖グローバル社会に対応する教育の推進
④地域社会で支える教育と子育て支援の充実　
　❖家庭・地域との連携による教育と子育て支援の推進
　❖社会教育団体等との連携の推進
⑤心豊かな生涯学習の推進　
　❖市民の学習活動の推進
　❖市民スポーツの推進

乳幼児教育ビジョンの概要
育てたい
子ども像

❖主体的に取り組む子ども　❖自分も友達も大切にする子ども
❖意欲的に遊ぶ子ども

基本方針

①質の高い乳幼児教育の充実

❖主体的な遊びと体験の充実　❖土台となるからだとこころの育成
❖発達に応じた支援の充実　❖保育者の質の向上の推進
❖ふるさと舞鶴を愛する“心を育てる”乳幼児教育の推進

②保育所・幼稚園・認定こども園、小学校、中学校の連携の充実

❖園・校種を越えた異年齢交流の充実
❖乳幼児期の学びと育ちをつなぐ連携活動の推進

③地域ぐるみの乳幼児教育の推進

❖保育所・幼稚園・認定こども園と家庭・地域の連携の推進
❖それぞれの役割と連携の推進

乳
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
改
訂

質
の
高
い
乳
幼
児
教
育
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
人
格
形
成
の
基
礎
が
培
わ

れ
る
大
切
な
乳
幼
児
期
に
育
て
た
い

力
や
心
、
乳
幼
児
期
の
教
育
の
方
向
性

な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
「
乳
幼
児
教
育

ビ
ジ
ョ
ン（
計
画
期
間：２
０
１
９
年
度

か
ら
５
か
年
）」
を
改
訂
。主
体
性
を
育

む
乳
幼
児
教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
な
お
、パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト
手
続

き
制
度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基
づ

き
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
特
に

意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
幼
稚
園
・
保
育

所
課
や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所

課（
☎ 

66 

・１
０
０
９
）へ
。

第
4
期 

舞
鶴
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

持
続
可
能
な
社
会
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

　
市
で
は
、市
の
事
務
・
事
業
か
ら
発

生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
な
ど

環
境
負
荷
を
低
減
す
る
た
め
「
第
４

期
舞
鶴
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画（
事
務
事
業
編
）」を
策
定
。

　
計
画
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

に
つ
い
て
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
長
期

目
標
と
２
０
２
２
年
度
ま
で
の
中
期
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
た
7

つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
取
り
組
み
や

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

進
捗
管
理
、
計
画
推
進
の
た
め
の
実
施

体
制
な
ど
に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
概
要
は
下
表
の
と
お
り
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
計
画
は
、
生
活
環
境
課
や
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き
ま

す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎ 

66 

・

１
０
６
４
）へ
。

第 4 期舞鶴市地球温暖化対策実行計画 ( 事務事業編 ) の概要

温室効果ガス削減目標 (2013 年度比 )

❖総排出量
　2022 年度までに 20.8㌫、2030 年度までに 32.3㌫の削減
❖エネルギー起源 CO2（※）
　2022 年度までに 25.2㌫、2030 年度までに 40.0㌫の削減
　※化石燃料の燃焼や電気の使用等に伴って排出される CO2

目標達成に向けた取組事項

❖省エネ・省資源の取組の推進❖施設・設備の省エネ対策❖再
生可能エネルギーの導入拡大❖グリーン購入、環境配慮契約の
推進❖環境マネジメントシステムの運用❖その他の環境負荷低
減に向けた取組❖職員の環境意識啓発
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連 載まいづるトピックス

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会（
第
５
期
）へ
諮
問

ご
み
処
理
手
数
料
の
見
直
し
な
ど

　
３
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
第
５
期

舞
鶴
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

で
、
多
々
見
市
長
か
ら
山
川
肇
会
長

（
京
都
府
立
大
大
学
院
教
授
）へ
、ご
み

処
理
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し
と
ご

み
処
理
手
数
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

諮
問
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、事
務
局
か
ら
諮
問
理
由

や
市
の
ご
み
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

し
、不
燃
ご
み
の
有
料
化
や
収
集
頻
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
、意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。　　
　
《
生
活
環
境
課
》▲会議の様子

京
都
丹
後
鉄
道
に
新
型
車
両
が
登
場

赤
鬼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
丹
鉄
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
５
月
18
日
㈯
に
京
都
丹
後
鉄
道
に

新
型
車
両
が
登
場
し
ま
す
。新
型
車

両
の
営
業
運
転
は
11
時
13
分
か
ら
開

始
し
ま
す
。

【
車
両
デ
ザ
イ
ン
】

　
丹
後
に
残
る
い
に
し
え
か
ら
の
伝
説

を
感
じ
さ
せ
る
鳶と

び
あ
か赤

色
の
シ
ッ
ク
な
車

体
で
、
つ
り
目
型
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は

大
江
山
の
赤
鬼
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
平
日
９
時
～
18
時
に
京

都
丹
後
鉄
道（
☎
０
７
７
２
・
25
・
２
３

２
３
）へ
。　
　
　
　
　
《
企
画
政
策
課
》▲新型車両 KTR300 形

再
ツァイチェン

見！你
ニーハオ

好！国際交流員がバトンタッチ

曲
き ょ く

振
し ん は

波さんが着任

▲曲振波さん

　市では、友好都市の中国・大連市との交流の架け橋
として、平成 17 年度から毎年国際交流員を任用して
います。このたび、14 代目の朴

ぼく れんき
蓮姫さんが離任し、

15 代目の曲振波さんが新たに着任しました。
　曲さんは、４月から来年４月までの１年間、舞鶴で
暮らし、大連市との友好交流の促進や中国語講座、出
前講座を通じた中国・大連情報の発信、通訳・翻訳・
クルーズ客船の乗客対応などに取り組みます。

《みなと振興・国際交流課》

　舞鶴市の皆さん、ニーハオ！
　大連から参りました曲振波と申します。国際交
流員として自然豊かで四季と日本海の魅力をたっ
ぷり味わえる舞鶴市で仕事ができることになり、
心の底から嬉しく思います。
　これまで大連市人民政府外事弁公室領事処で勤
務し、在大連日本国領事事務所、在瀋陽ロシア総
領事館などとの交流やイベントの企画 • 実施など
を担当していました。
　私は、もともとロシア語を専攻しており、日本語
は独学で勉強したので、まだまだ勉強中の身ですが、
できる限り舞鶴市のことを大連に、また中国はもち
ろん大連独自の「浜城」文化を舞鶴の皆さんに紹介
したいと思います。舞鶴と大連の絆を深め、両市の
市民交流の架け橋となれるように、精一杯頑張りま
すので、よろしくお願いいたします！

中国語講座の受講生を募集

初級の中国語や中国の文化などを学びながら「生の
中国」に触れることができます（29㌻に関連記事）。

【日時】５月 21 日から毎週火曜日、18 時 30 分～ 20 時
【場所】西総合会館
【問い合わせ先】
NPO 法人舞鶴国際交流協会（☎ 75・8801）

出前講座もご依頼ください

　大連市文化の講座などの依頼も受け付け中。
【問い合わせ先】
みなと振興・国際交流課（☎66・1037）
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特定健診・人間ドックのお知らせ

▪特定健診を実施
40 ～ 74歳の国保加入者を対象に特定健診を実施。６～

９月は市内の医療機関で、８～ 12月は保健センターなどで
集団健診を実施します。いずれも無料。集団健診は申し込み
が必要。
▶詳しくは、保険医療課(☎66・1106)、西支所保健福祉係

（☎77・2263）、健康づくり課（☎65・0065）へ。
▪人間ドック・脳ドック受診費用の助成

病気の早期発見や健康増進に役立てるため、人間ドック・
脳ドックの受診費用の一部を助成。今年度からは２段階の
定額補助で、オプション検査（骨密度、肝炎ウイルス）の補助
は廃止されます。対象や自己負担額は次のとおり（下表の補
助額に消費税などを加えた額を補助）。

区分 ドック受診料総額（税抜き） 市補助額（税抜き）

人間ドックのみ
39,000円未満 23,000円
39,000円以上 28,000円

脳ドックのみ
39,000円未満 19,000円
39,000円以上 20,000円

人間+脳ドック
70,000円未満 36,000円
70,000円以上 46,000円

受診可能区分
医療機関名（市内） 人間ドック 脳ドック 人間＋脳ドック
荒木クリニック、浮島岸本診療所、
岸本病院、澤田医院、外松医院 〇 - -

鳥井医院、舞鶴共済病院、舞鶴赤十字
病院、京都予防医学センター（京都市） 〇 〇 〇

京都ルネス病院（福知山市）、明治国際
医療大学附属病院（南丹市） 〇 - 〇

【受け付け期間】５月15日㈬～７月31日㈬（受診期間は申し
込み受け付け日から来年３月31日まで）

【対象】❖市内在住の後期高齢者医療制度の加入者で市が実
施する健診（無料）・肺がん検診・大腸がん検診・胃がん検
診を受診しないか、受診予定がない人❖市の国保加入者で
次の全てに該当する人①市が実施する特定健診（無料）・肺
がん検診・大腸がん検診・胃がん検診を受診しない②30歳
以上（脳ドックは40歳以上）で入院・妊娠していない③保険
料を滞納していない

【申請手続き】保険証と印鑑を持参し、保険医療課か西支所
保健福祉係で。
▶詳しくは、保険医療課(☎66・1106)、西支所保健福祉係

（☎77・2263）へ。

地域の身近な福祉の相談役「民生児童委員」

毎年５月12日は民生児童委員の日です。市内各地区で民生
児童委員・主任児童委員が地域の最も身近な福祉の相談役と
して高齢者・障害者福祉や子育て支援、児童の健全育成につい
て活動しています。民生児童委員と地域の皆さんが一緒に、誰
もが住みやすい地域づくりに取り組んでいきましょう。

お住まいの地区の民生児童委員や主任児童委員が分から
ない場合は、民生児童委員連盟事務局へ問い合わせを。

【一斉改選にご協力を】３年の任期を終え、12月には民生児
童委員の一斉改選が行われます。皆さんには地域で推薦者
を決めるための話し合いを行うなどご協力をお願いします。
▶詳しくは、民生児童委員連盟事務局（福祉企画課内、☎66・
1011）へ。

６月１日は人権擁護委員の日

６月１日の人権擁護委員の日にちなんで全国で一斉に特
設人権相談所を開設。法務大臣から委嘱を受けた人権擁護
委員がいじめや差別、インターネットでの誹謗中傷、プライ
バシーの侵害などの相談に応じます。一人で悩まず、ぜひご
相談ください。
▪特設相談所を開設
６月１日㈯、10時～12時と13時30分～16時。中総合会館。
面接相談（秘密厳守）。無料。申し込み不要。

【問い合わせ先】法務局舞鶴支局（☎76・0858）
▪人権擁護委員を紹介
❖伊藤久美子（行永）❖川尻治彦（浜）❖佐織久子（下東）❖櫻井
寛（丸山中町）❖佐藤明子（浜）❖鈴木孝子（余部上）❖寺島勝

（上安久）❖福島イツヨ（公文名）❖藤田君子（女布）❖藤村由紀
（大波上）❖水口裕子（久田美）❖山田敏子（西吉原）
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎66・1022）へ。

育ててみよう　みどりのカーテン

日差しを遮り、省エネにつながる「みどりのカーテン」づ
くりに使えるゴーヤーの苗を配布。また、市内で育成された
みどりのカーテンの出来栄えや効果、創意工夫などを審査
し表彰するコンテストを実施。
▪ゴーヤー苗の配布

【日時・場所】❖５月８日㈬10時30分から…総合文化会館
❖５月９日㈭10時30分から…西総合会館

【定員】先着各150人
【その他】配布前に地球温暖化の話とゴーヤーの育成講座（約
20分）を実施。みどりのカーテン育成パンフレットも配布。
▪みどりのカーテン・コンテスト

【応募期間】８月１日㈭～９月10日㈫
【対象】みどりのカーテン設置に取り組む市内の個人や団体
【部門】個人の部、団体の部、学校等の部
【申し込み方法】所定の用紙（生活環境課に備え付け。市ホー
ムページからダウンロード可）にみどりのカーテンの写真
を添付し郵送か持参、電子メールで同課へ。
▶詳しくは、まいづる環境市民会議（生活環境課内、☎66・
1064）へ。

親海公園の魚釣護岸が復旧

平成29年台風21号の被害による復旧工事で一部立ち入
り禁止となっていた親海公園の魚釣護岸の復旧工事が完
了。全面利用できるようになりました。
▶詳しくは、水産課（☎66・1020）へ。
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Jアラートによる情報伝達訓練（国民保護）を実施

Jアラート（全国瞬時警報システム）による情報伝達訓練（国
民保護）が、今年度も、年４回予定されています。この訓練は、
国からJアラートを通じて送られてくる緊急情報のうち、国
民保護情報を「防災行政無線」や「まいづるメール配信サー
ビス」を使ってお知らせするものです。

訓練の予定日は次のとおり。
【日時】

❖５月15日㈬11時ごろ　❖８月28日㈬11時ごろ
❖12月４日㈬11時ごろ　❖来年２月19日㈬11時ごろ

※今後変更になる場合あり。
【その他】これらに加え、全国一斉の緊急地震速報伝達訓練
も実施予定。
▶詳しくは、危機管理・防災課（☎66・1089）へ。

“LINE Pay”で市税などの納付ができます

今年度から市税や保険料などの支払いにスマホアプリ
「LINE Pay」が使用できるようになりました。納付書に印字
のバーコードを読み取ることで支払いができま
す。納付書１枚につき30万円以下の納付に利用で
きます。
▶詳しくは、税務課（☎66・1025）へ。

市営駐輪場の放置自転車等の整理

JR東・西舞鶴駅の各駐輪場に長期間放置されている自転
車と原動機付自転車を下記の予定で整理。７月10日㈬まで
に所有者に返還できない場合は処分します。

❖５月８日㈬…調査札を取り付け
❖５月16日㈭…注意札を取り付け
❖５月31日㈮…警告札を取り付け
❖６月10日㈪…警告札付き自転車等を移動

▶詳しくは、都市計画課（☎66・1048）へ。

青少年の善行表彰候補者の募集

青少年の健全育成を目的に毎年実施している「青少年善
行表彰」の候補者を募集。

【対象】市内在住の満20歳以下で、次のいずれかに該当する
個人か団体
❖高齢者・障害者などへの奉仕活動など❖清掃・除草など
の環境美化活動など❖植樹・花いっぱい運動などの自然保
護・文化財愛護活動など❖顕著な発明・発見などの行為な
ど❖災害防止・救助等の行為など❖小さな親切等の行為な
ど❖その他（上記に相当すると考えられる行為など）

【指定期間】平成30年４月１日～31年３月31日
【推薦できる人】満20歳以上の個人か団体
【推薦方法】６月７日㈮までに所定の用紙（子ども支援課な

市の人口と世帯数
人口  79,831人（-734人）　世帯  34,221世帯（-353世帯）

男  39,581人（-418人）　女  40,250人（-316人）　※平成31年４月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

どに備え付け）に必要事項を記入し、子ども支援課（☎66・
1008、ＦＡＸ62・7957）へ。

舞鶴市子ども・若者支援会議の委員を募集

子どもから若者までの育成支援および子育て支援に関する
諸施策について、総合的に調査・審議するために設置している

「舞鶴市子ども・若者支援会議」の委員を募集。任期は３年。
【対象】市内在住の18歳以上で子ども・若者の育成に関心が
あり、年数回程度の会議に出席できる人

【定員】２人
【選考方法】子ども支援課で選考
【申し込み方法】５月10日㈮までに所定の用紙（子ども支援
課に備え付け、市ホームページからダウンロード可）に必要
事項を記入し「『子育て環境日本一を目指すまち』
～親と子が安心して健やかに過ごすことができる
環境づくりについて～」の作文（800字程度）を郵
送かファクス、市ホームページの応募フォーム（右のコード
からアクセス可）で同課へ。
▶詳しくは、子ども支援課（☎66・1008、ＦＡＸ62・7957）へ。

子ども・若者健全育成事業補助金の募集

子ども・若者の健全な育成・支援に関する事業活動に助
成。

【対象・内容】５人以上で構成する市内の民間団体などが取
り組む自然体験・ボランティア・非行防止・パトロール活
動などの経費

【補助率】対象経費の２分の１（限度額10万円）
【申し込み方法】５月７日㈫～６月28日㈮に、所定の用紙（子
ども支援課に備え付け）に必要事項を記入し、子ども支援課
へ。
▶詳しくは、子ども支援課（☎66・1008）へ。

介護相談員を募集

介護施設などを訪問し、利用者の疑問や相談を聞き取る
介護相談員を募集。

【対象】市内在住の20歳以上で介護問題に関心があり、週１
回程度の活動や市指定の研修に参加できる人

【選考方法】高齢者支援課で選考
【申し込み方法】５月15日㈬までに所定の用紙（高齢者支援
課と西支所保健福祉係に備え付け、市ホームページからダ
ウンロード可）に必要事項を記入し、郵送か持参、ファクス
で同課へ。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎66・1013、ＦＡＸ62・7957）へ。

赤十字の活動資金にご協力を

６月28日㈮まで各自治会などを通じて災害時の救護・支
援活動などを実施するための活動資金を募集。皆さんの温
かいご協力をお願いします。
▶詳しくは、日本赤十字社舞鶴市地区（福祉企画課内、☎
66・1011）へ。
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たすもの。
❖里山林の所有者に了承を得ている
❖事業実施後５年間、里山保全活動を年２回以上行う（協定
締結・実施報告などの提出が必要）

【対象の里山林】❖多くの住民の住環境に著しく悪影響を及
ぼしている人家近くの里山林❖児童・生徒の安全な通行に
支障をきたす通学路沿いの里山林❖危険であったり有害鳥
獣が多く出没するなど地域内で数年来課題となっており、
地域住民の努力だけでは解決が困難なもの

【面積要件】１か所0.5㌶以下（１団体につき１か所）
【申し込み方法】５月７日㈫～６月28日㈮に所定の用紙（農
林課に備え付け、市ホームページからダウンロード可）に必
要事項を記入し農林課へ。
▶詳しくは、農林課（☎66・1030）へ。

自慢の「舞鶴そだち」地場産品をPRしませんか

生産者のこだわり産品を応援する「ふるさと舞鶴あぐり
ブランド推奨品」を随時募集しています。対象品目や推奨基
準は下記のとおり。登録された商品は推奨マークを貼って
販売できるほか市ホームページやパンフレットで紹介。イ
ベントでのPRも。

【対象品目】農産物や畜産物、それらを原料とする加工品
【推奨基準】❖ふるさと舞鶴のアピールにつ
ながる❖舞鶴にこだわっている❖生産者が
モノづくりにこだわっている❖消費者に信
頼される産品や商品

【申し込み方法】所定の用紙（農林課に備え付
け。市ホームページからダウンロード可）に必要
事項を記入し郵送か持参で同課へ。
▶詳しくは、農林課（☎66・1023）へ。

土地開発公社所有地を売却

市土地開発公社が所有する未利用地４件（宅地：天台新町）
を郵便入札で売却。住所地など詳細は市ホームページに掲載。
右下コードからアクセス可。

【申し込み方法】５月14日㈫～17日㈮に専用用紙
（市ホームページからダウンロード可）に必要書類
を添えて土地開発公社（西総合会館内）へ。
▶詳しくは、舞鶴市土地開発公社（☎78・1191）へ。

市内５か所でフリーWi-Fiが利用できます

市内５か所に設置しているフリーWi-Fi環境を更新。アプ
リをダウンロードすればメールアドレス認証のほか、SNS
認証もできるようになりました（一部制限あり、詳しくは市
ホームページで。右下のコードからアクセス可）。

【設置場所】赤れんがパーク、赤れんが博物館、引揚記念館、
西駅交流センター、市役所

【利用可能時間】１日最大１時間（15分×４回）
▶詳しくは、情報システム課（☎66・1092）へ。

まいプラン人材バンク登録者を募集

男女共同参画社会の実現を目指し、市政や方針を決定す
る場などへ女性をはじめさまざまな人材を登用することを
目指す「まいプラン人材バンク」の登録者を募集。

【対象】男女共同参画に関心があり、市内在住・在勤、在学す
る満15歳以上で次のいずれかに該当する人❖専門的な知識、
技能を有する人❖勤務先や各団体で社会活動やボランティ
ア活動をしている人❖市政や地域の発展に意欲や関心を有
する人

【申し込み方法】所定の用紙（人権啓発推進室、フレアス舞鶴
に備え付け。市ホームページからダウンロード可）で人権啓
発推進室（☎66・1022）かフレアス舞鶴へ。

北吸墓園の使用者を募集

北吸墓園の使用者を募集。１世帯１区画まで。
【対象】❖本市に住所があり、祭祀を主宰するもの❖使用許
可を受けた日から３年以内に規定の墳墓を設置

【定員】21区画（多数の場合抽選）
【料金】１区画25万円（管理料が年間4,200円必要）
【申し込み方法】５月７日㈫～22日㈬に所定の用紙（生活環
境課、西支所総務係、加佐分室備え付け。市ホームページか
らダウンロード可）で生活環境課（☎66・1064）へ。

平成30年版舞鶴市統計書を作成

市の人口、経済、社会などの統計資料を掲載した「平成30
年版舞鶴市統計書」（A４判）を作成しました。
市政情報コーナー、西支所、加佐分室、東・西図書館で閲覧
できます。コピーも可（有料）。市ホームページにも掲載（右
のコードからアクセス可）。
▶詳しくは、総務課（☎66・1044）へ。

平成31年  工業統計調査にご協力を

平成31年６月１日を調査時点とし、製造業を営む事業所
を対象に「工業統計調査」を実施。５月中旬から調査員が対
象事業所を訪問します。調査へのご協力をお願いします。

同調査は、経済産業省が府や市区町村を通じて行い、国の
工業の実態を明らかにするもの。調査結果は、国や地方公共
団体の行政施策の重要な基礎資料として利用されます。
▶詳しくは、総務課（☎66・1044）へ。

監査結果などの閲覧

平成30年度の定期監査や29年度一般会計・特別会計の
決算審査、健全化判断比率等審査などの結果を公表。市政情
報コーナー、西支所、加佐分室、中・南公民館、東・西図書
館で閲覧できます。市ホームページにも掲載（右の
コードからアクセス可）。
▶詳しくは、監査委員事務局（☎66・1080）へ。
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三世代同居・近居に補助

市では、子育てしやすい住まいの環境づくりを進めるため、
子育てや三世代同居・近居のためのリフォームをする場合
などに補助金を支給。

（近居とは直線距離２㌔㍍以内のこと）。
【募集期間】11月29日㈮まで（予算額に達し次第終了）
【対象】市内に住民票があるか、市内に転居予定で、次の全て
に該当する人。
❖子どもが３人以上いる世帯か三世代同居・近居する世帯
の構成員❖申請者および世帯構成員に市税などの滞納が
ない❖子どもの親権者の年収の合算額が750万円未満❖リ
フォーム経費を申請する場合は市内に本社（本店）があるリ
フォーム業者に工事を依頼する

【対象経費・交付額】
❖対象者自らが居住する住宅の工事・子育てのためか三世

代同居・近居のために必要な工費が10万円以上かかる・
交付申請年度の３月１日までに完了する…工事費用の２
分の１（限度額100万円）

❖対象者らが子育てのためか三世代同居・近居のために必
要な住宅を購入…仲介手数料の２分の１（限度額40万円）

❖対象者らが子育てのためか三世代同居・近居のために必
要な住宅を賃借…仲介手数料の２分の１（限度額５万円）

▶詳しくは、移住・定住促進課（☎66・1085）へ。

木造住宅の耐震改修に助成

災害に強いまちづくりを進めるため、市内にある木造住
宅の耐震診断や耐震改修に係る費用の一部を助成。

いずれも対象住宅は、昭和56年５月31日以前に建てられ、
延べ面積の２分の１以上を居住に使用しているもの。申し
込みは、専用用紙に必要書類を添えて、５月７日㈫～31日
㈮に都市計画課へ。多数の場合は抽選。募集戸数に達しな
い場合は、引き続き先着で受け付け。

《耐震診断士を派遣》
❖募集戸数…７戸❖負担額…3,000円❖提出書類…自己診
断書、建築年の分かる書類など

《耐震改修費用の助成（本格改修）》
❖対象工事…改修後の評点が1.0以上となる耐震改修工事
❖募集戸数…２戸❖助成金額…対象工事費の５分の４（限
度額100万円）❖提出書類…耐震診断結果、工事の見積書、
改修内容の分かる書類など

《耐震改修費用の助成（簡易改修）》
❖対象工事…屋根の軽量化、耐震壁の増設など耐震性が向
上する工事❖募集戸数…５戸❖助成金額…対象工事費の５
分の４（限度額40万円）
❖提出書類…耐震診断結果、工事の見積書、改修内容の分か
る書類など

《耐震改修費用の助成（耐震シェルター設置）》
❖対象工事…必要な構造耐力を有する耐震シェルターの設置

❖募集戸数…１戸
❖助成金額…対象工事費の４分の３（限度額30万円）
❖提出書類…工事の見積書、改修内容の分かる書類など
▶詳しくは、都市計画課（☎66・1050）へ。

ブロック塀などの除却に補助

地震で倒壊する恐れのある危険なブロック塀などの除却
にかかる費用の一部を補助。

【対象工事】道路や公園などに面し、建築基準法などの基準
に適合しないブロック塀などの除却

【募集件数】７件
【補助金額】対象工事費の４分の３（限度額15万円）
【提出書類】所有者が分かる書類、工事の見積書など
【申し込み方法】５月７日㈫～31日㈮に専用用紙に必要書類
を添えて都市計画課へ。多数の場合は抽選。募集戸数に達
しない場合は、引き続き先着で受け付け。
▶詳しくは、都市計画課（☎66・1050）へ。

空き家の除却に補助

老朽化などで倒壊の恐れのある危険な空き家の除却にか
かる費用の一部を補助。

【対象】❖国の基準により不良住宅と判断されるもの
❖都市計画区域内の木造住宅で個人が所有するものなど

【補助金額】対象工事費の３分の１（限度額30万円）
【募集戸数】５戸
【提出書類】所有者が分かる書類、工事の見積書など
【申し込み方法】５月７日㈫～31日㈮に専用用紙に必要書類
を添えて都市計画課へ。多数の場合は抽選。募集戸数に達
しない場合は、引き続き先着で受け付け。
▶詳しくは、都市計画課（☎66・1050）へ。

狩猟免許取得・猟銃の購入を補助

野生鳥獣による農林業被害の減少のため、捕獲に必要な
「狩猟免許」の取得費用や猟銃等購入費用などの一部を補助
します。

【対象免許】わな猟免許・第一種銃猟免許・第二種銃猟免許
【補助対象経費】❖狩猟免許の受験手数料❖狩猟免許試験受
験事前講習会の受講費用（テキスト代を含む）❖府へ納める
狩猟者登録申請手数料と狩猟税（免許取得年度のみ）❖猟銃、
銃保管設備購入費（限度額あり）

【補助率】補助対象経費の３分の２（補助要件あり）
【事前に連絡を】補助対象にならない場合があるので免許申
請、銃所持許可申請の前には必ず農林課まで問い合わせを。
▶詳しくは、農林課（☎66・1030）へ。

里山の環境改善に取り組む自治会などを募集

地域で課題になっている荒廃した里山林を市が伐採作業、
地域が保全管理を担い、市と地域が連携して行う「里山林の
環境保全」に取り組む自治会などを募集。詳しくは次のとおり。

【対象団体】市内の自治会か地域内の団体で、次の要件を満
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▪
舞
鶴
市
下
水
道
事
業
減
債
基
金
条
例
の
制
定　

　

舞
鶴
市
下
水
道
事
業
に
か
か
る
企
業
債
の
元
利

償
還
に
必
要
な
財
源
を
確
保
し
、下
水
道
事
業
の

財
政
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に
減
債
基
金
を
設
置
。

▪
舞
鶴
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
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を
改
正　

　

国
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健
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施
行
令
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に
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い
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礎

賦
課
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限
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額
及
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険
料
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に
か
か

る
所
得
基
準
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正
。

▪
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弔
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給
等
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す
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例
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正

　

災
害
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慰
金
の
支
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等
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関
す
る
法
律
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正
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い
災
害
援
護
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金
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正
。
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市
国
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保
険
事
業
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金
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国
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険
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業
の
健
全
な
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営
の
た
め
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金
を
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分
で
き
る
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合
を
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正
。

▪
舞
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市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
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ス
の
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の

人
員
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備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
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一
部
改
正

　

関
係
省
令
の
改
正
に
伴
い
共
生
型
地
域
密
着
型

通
所
介
護
の
基
準
を
設
定
。

▪
舞
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市
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び

学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
に
伴
い
公

務
災
害
補
償
の
対
象
を
追
加
。

▪
舞
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市
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

　

公
民
館
の
効
果
的
な
管
理
を
行
う
た
め
部
署
を

見
直
し
。

▪
舞
鶴
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
に
伴
い
本

条
例
が
適
用
除
外
と
な
る
処
分
及
び
行
政
指
導
に

同
園
等
で
教
育
ま
た
は
保
育
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
処
分
及
び
行
政
指
導
を
追
加
。

《
特
別
会
計
補
正
予
算
》

❖
下
水
道
事
業
会
計（
第
３
号
）…
国
の
補
正
予
算

に
関
連
し
て
西
浄
化
セ
ン
タ
ー
監
視
制
御
設
備
の

改
築
や
高
野
川
の
雨
水
対
策
事
業
と
し
て
の
ポ
ン

プ
場
整
備
に
係
る
設
計
費
な
ど
１
億
５
５
５
万
円

を
増
額
。

❖
介
護
保
険
事
業
会
計（
第
４
号
）…
繰
越
明
許
費

を
設
定
す
る
も
の
で
予
算
額
に
は
変
更
な
し
。

条
例

▪
舞
鶴
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

舞
鶴
市
立
幼
稚
園
の
廃
止
に
伴
い
給
与
表
の
種

類
か
ら
教
育
職
給
与
表
を
削
除
す
る
な
ど
の
改
正

と
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
と
の
均
衡
を
図
る
た

め
一
部
の
一
般
職
の
給
与
を
減
額
。

▪
舞
鶴
市
の
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
舞
鶴
市
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

一
部
の
一
般
職
の
給
与
の
減
額
に
準
じ
て
市
長
、

副
市
長
、教
育
長
の
給
与
の
減
額
措
置
を
実
施
。

▪
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正

　

労
働
基
準
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、時
間
外
勤
務

の
上
限
を
設
定
。

▪
舞
鶴
市
組
織
及
び
分
掌
事
務
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
組
織
運
営
を
行
う
た
め

公
室
及
び
部
の
分
掌
事
務
を
改
正
。

▪
舞
鶴
市
教
育
に
関
す
る
事
務
の
職
務
権
限
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、文
化
財
保
護
に
関
す
る
事
務

を
市
長
が
管
理
・
執
行
。

人
事

▪
副
市
長
の
選
任

　

堤
茂
氏（
63
歳
、余
部
下
）

▪
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

荻
野
隆
三
氏（
67
歳
、京
月
町
）

そ
の
他

▪
基
本
構
想
及
び
基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の

実
行
計
画
の
策
定

　

第
７
次
舞
鶴
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想
と
前
期

実
行
計
画
を
策
定
。

▪
工
事
請
負
契
約

　

次
期
最
終
処
分
場
整
備
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
。

▪
財
産
の
無
償
貸
付
け　

　
旧
岡
田
上
小
学
校
の
施
設
を
無
償
で
貸
付
け
。

市 議 会 ３月定例会

40 議案を可決・同意
補
正
予
算

《
一
般
会
計
補
正
予
算
》

▪
第
７
号

　
原
子
力
災
害
発
生
時
の
要
配
慮
者
等
の
一
時
的

な
屋
内
退
避
施
設
と
し
て
田
井
地
区
に
放
射
線
防

護
対
策
施
設
を
整
備
す
る
ほ
か
、北
近
畿
タ
ン
ゴ

鉄
道
の
災
害
復
旧
事
業
や
鉄
道
施
設
の
安
全
対
策
・

車
両
更
新
な
ど
へ
の
支
援
や
各
事
業
費
の
確
定
な

ど
に
伴
う
所
要
経
費
の
補
正
、繰
越
明
許
費
を
追

加
す
る
も
の
で
１
億
８
，８
３
６
万
円
の
増
額
。

▪
第
８
号

　
市
道
別
所
岸
谷
線
、松
尾
杉
山
登
尾
線
の
法
面

改
良
や
教
育
環
境
の
充
実
と
災
害
時
の
避
難
所
機

能
強
化
を
目
的
と
し
た
明
倫
小
学
校
の
校
舎
外
壁

改
修
を
す
る
も
の
で
１
億
３
，３
１
９
万
円
の
増
額
。

こ
の
結
果
、予
算
総
額
は
、３
６
２
億
１
，２
１
６
万

円
と
な
り
ま
し
た
。市議会３月定例会が２月 20 日に開会。令和元

年度の一般・特別会計予算や 30 年度一般・特別
会計補正予算など市長提案の 40 議案を審議。原

案どおり可決・同意し、３月
27 日に閉会しました。主
な内容は次のとおり（令和
元年度予算は２～５㌻に掲
載）。

事業名 補正額
原子力災害対策施設等緊急整備事業費 2億200万円
北近畿タンゴ鉄道災害復旧事業費補助金 604万円
北近畿タンゴ鉄道支援事業費補助金 4,237万円
府道小倉西舞鶴線等改良促進事業費 2,971万円
施設整備事業費［小学校費］ 1億2,269万円

一般会計補正予算の主な事業

▲京都丹後鉄道（左）府道小倉西舞鶴線（右）
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クサノオウ（ケシ科）　　

　各地の日当たりの良い道端などに生える越年草(※)。茎は高さ30～
60㌢、中空で白い毛が生える。葉は互生し、1・2回羽状に切れ込み、裏
面には白い毛が生え、白っぽい。初夏、茎の先と葉腋から伸びた長い花
柄の先に径２㌢程の十字形の黄色の4弁花を数個つける。名前の由来は
葉や茎を切ると黄色の汁を出すことから「草の黄」や丹毒の薬として用
いたことから「草（瘡）の王」など諸説あり。有毒植物。
※秋に発芽して冬を越し、翌春に開花、結実し、枯れる植物。二年草ともいう。

【協力】 瓜生勝朗／市文化財保護委員（植物分野）

ま
い
づ
る

　

  

花
図
鑑
vol.151

同
じ
目
線
で
関
わ
り
続
け
る
こ
と
で
、

自
ら
の
生
涯
学
習
に
も
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
」と
活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
や
思
い
を
教
え
て
く
れ
た
。

訪
問
す
る
事
業
所
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、介
護

老
人
保
健
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。利
用

者
も
体
の
状
態
や
要
介
護
度
の
違
い

に
よ
っ
て
利
用
す
る
施
設
も
異
な
る
。

「
私
の
モ
ッ
ト
ー
は『
無
理
な
く
、楽
し

く
、健
や
か
に
』で
す
。認
知
症
や
障
害

が
あ
る
利
用
者
の
人
た
ち
に
も
、日
常

生
活
で
気
分
よ
く
過
ご
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
」と

話
し
て
く
れ
た
。

今
後
の
展
望

介
護
保
険
制
度
が
で
き
た
こ
と

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
「
契

約
」
と
な
り
、
利
用
者
は
自
分
で
自

分
の
生
活
を
選
ぶ
主
体
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
心
身
が
衰
え
、
生
活
上
の

支
援
が
必
要
に
な
る
と
遠
慮
が
ち

に
な
り
、
苦
情
や
不
満
、
要
望
を
主

張
す
る
人
は
ま
だ
少
な
い
と
い
う
。

「
少
し
で
も
多
く
の
利
用
者
の
声
を

聴
き
取
り
、
代
弁
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
で
す
」
と
介
護
相
談

員
と
し
て
の
今
後
の
展
望
を
語
る
。

「
現
在
市
内
で
活
動
す
る
介
護
相
談
員

の
人
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で

す
。人
数
が
増
え
る
と
事
業
所
に
も

も
っ
と
た
く
さ
ん
訪
問
で
き
ま
す
。少

し
で
も
多
く
の
人
に
相
談
員
の
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
相
談
さ
れ

る
側
も『
無
理
な
く
、楽
し
く
、健
や
か

に
』活
動
し
て
も
ら
え
る
人
が
増
え
れ

ば
」と
今
日
も
健
や
か
に
活
動
さ
れ
て

い
る
。

介護施設などの利用者の疑問や相談を聴き、サービス事業者へ橋渡しすることで、
問題の改善・解決に向けた手助けをする介護相談員。市内では 13 人の相談員が活
動しています。今回は、舞鶴市介護相談員連絡会会長の鈴木貫一さんに相談員とし
て心掛けていることややりがいを伺いました。

無理なく、楽しく、健やかに

舞鶴市介護相談員連絡会会長

鈴木 貫一 さん

Vol.64

介
護
相
談
員
の
役
割

介
護
相
談
員
の
仕
事
は
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
月
に
１
回
、
４・５
つ
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
訪
問
し
、活
動
を

行
う
。そ
こ
で
利
用
者
か
ら
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
要
望
・
不
満
・
相
談
を
聴

き
、事
業
所
ご
と
に
活
動
記
録
を
ま
と

め
て
市
に
提
出
し
て
い
る
。ま
た
、
グ

ル
ー
プ
の
活
動
記
録
を
相
談
員
同
士

で
共
有
す
る
た
め
、介
護
相
談
員
連
絡

会
で
月
に
１
回
意
見
交
換
を
行
う
。そ

し
て
、毎
年
５
月
に
は
訪
問
先
の
事
業

所
と
介
護
相
談
員
と
で
意
見
交
換
を

行
い
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
る

な
ど
、大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

相
談
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

鈴
木
さ
ん
が
相
談
員
と
し
て
の
活

動
を
始
め
た
の
は
、介
護
保
険
制
度
が

発
足
し
た
平
成
12
年
度
か
ら
で
、今
年

で
19
年
目
に
な
る
。「
介
護
保
険
制
度

が
で
き
る
以
前
の
在
宅
介
護
者
の
実

態
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、特
に

長
寿
社
会
で
の
高
齢
者
介
護
問
題
は

最
重
要
課
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。皆

さ
ん
が『
無
理
な
く
、楽
し
く
、健
や
か

に
』
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。訪
問
活

動
の
時
は
、介
護
が
必
要
な
人
や
介
護

を
し
て
い
る
人
た
ち
に
寄
り
添
っ
て

▲相談活動の様子▲利用者から要望を聴く
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連 載連 載

第13回

「
海
辺
の
京
都 

浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

石
川
五
右
衛
門
と
倅
五
郎
市(

　   

　
　
　       

　
）

【
絵
師
】
歌
川
豊
国
（
３
代
）【
年
代
】
嘉
永
４
（
１
８
５
１
）
年　
【
大
き
さ
】
36
・
０
㌢
×
49
・
２
㌢

※
実
物
は
５
月
31
日
㈮
ま
で
ふ
る
さ
と
発
見
館
（
郷
土
資
料
館
）
で
展
示
中
。

　
今
月
は
「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
子
ど
も
達
」
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
展
示
。

「
木き

の
し
た
そ
が
め
ぐ
み
の
ま
さ
ご
じ

下
曽
我
恵
砂
路
」
と
い

う
歌
舞
伎
の
演
目
を
描
い
た

役
者
絵
が
今
回
の
作
品
。
場

面
は
、
あ
る
夜
、
石
川
五
右

衛
門
が
忍
び
込
ん
だ
家
で
偶

然
別
れ
た
妻
の
お
り
つ
と
再

会
す
る
と
こ
ろ
。
中
央
に
描

か
れ
る
男
の
子
は
、
お
り
つ

と
の
間
に
産
ま
れ
た
五
右
衛

門
の
子
ど
も
五ご

ろ郎
市い

ち
で
す
。

五
郎
市
の
ま
わ
り
に
は
小

槌
や
「
弓
鯛
」
と
呼
ば
れ
る

江
戸
時
代
の
子
ど
も
の
お

も
ち
ゃ
な
ど
が
見
え
、
母
親

の
お
り
つ
は
心
づ
く
し
の

遊
び
道
具
を
与
え
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
の
日
本
は
、
今

よ
り
も
幼
児
の
死
亡
率
が

高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
子

ど
も
は
「
宝
」
と
し
て
大
切

に
さ
れ
、
西
洋
人
か
ら
「
子

ど
も
の
楽
園
」
と
評
さ
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

い
し
か
わ
ご
え
も
ん
と
せ
が
れ
ご
ろ
い
ち

G
ヒ ル

ILL F
フ ッ ト サ ル

UTSAL C
ク ラ ブ

LUB

　自治会・ボランティア団体・学校・サークル団体などの活動を紹介（応募多数の場合選考）。右コードからアクセス可。

自治会・ボランティア団体・学校・サークル
団体などの活動を紹介

掲載団体を随時募集中

夢中になる時間Our community

　ヒルフットサルクラブは、フットサルを通してスポーツの
楽しさを伝え、子どもから大人までが「フットサルを楽しむ」
という観点から指導しています。子ども達が自ら考え、
のびのびとプレーできる環境を心掛けています。
　現在、世界でプレーする多くの選手がフットサルを通し
て、基本技術、テクニックを身に付けています。フットサル
ならではの、足元の技術、判断力などフットサルに特化し
たレッスンで楽しく技術を身に付けることができます。
　見学、体験など随時受け付け中！
　いつでもお気軽にご参加ください。
�練習日 
　毎週 火・木曜日
�練習場所・時間
　❖東体育館… 17 時～ 19 時、19 時～ 21 時
　❖大浦小学校… 18 時～ 19 時 30 分、19 時 30 分～ 21 時
�問い合わせ先
　同クラブの竹辺さん ( ☎ 090・7961・9871)
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連 載連 載

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
３
位
…
鍵
本
彩
夏

（
城
北
中
２
年
）

☆
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会（
４
月
２
日・３
日
、東
京
都
）

❖
５
・
６
年
生
の
部
40
㌔
級
３
位
…
森
𦚰

花
乃（
明
倫
小
５
年
）

国
際
交
流
試
合
に
出
場

☆
ア
チ
ー
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）（６
月
16
日
～
24
日
、フ
ラ
ン
ス
）

藤
原
麻
由（
S
G
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

白
糸
中
出
身
）

（
以
上
敬
称
略
）

※
い
ず
れ
も
学
年
は
大
会
時
点
の
も
の

全
国
大
会
で
優
勝

☆
J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

春
季
水
泳
競
技（
３
月
29
日・30
日
、東
京
都
）

❖
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ
優
勝
、
２
０
０
㍍
平
泳

ぎ
３
位
…
鍵
本
彩
夏（
城
北
中
２
年
）

☆
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ
プ
レ
ス
リ
ン

グ
選
手
権
大
会（
４
月
２
日・３
日
、東
京
都
）

❖
３
・
４
年
生
の
部
24
㌔
級
優
勝
…
内
田

菜
楓（
明
倫
小
４
年
）

全
国
大
会
で
好
成
績

☆
J
S
B
A
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権

大
会（
３
月
11
日・12
日
、長
野
県
）

❖
デ
ュ
ア
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
２
位
、
ジ
ャ
イ
ア

全
国
大
会
等
で
優
勝
・
好
成
績
、

出
場
者
を
紹
介

問題
１
問題
2

問題
3

　舞鶴の特産品やお土産などを抽選でプレゼントし
ます。問題の○に当てはまる文字や数字をお答えくだ
さい。ヒントは紙面の中に。

▪今月の「広報まいづる」で面白かった記事はどれですか？
▪「市政の今」で取り上げた新たな取り組みをどう思いますか？
▪広報まいづるは次号で1000号です！！広報まいづるで印象に残って

いる記事や1000号で取り上げてほしい話題があれば教えてください

【４月号の答え】
①ひろば　②ゴールデン　③引き揚げ

「はがき」か「市ホームページ応募フォーム」で①クイズの答え②「広報まいづる」アンケートの回答③住所④氏名（ふ
りがな） ⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙や市政へのご意見などを記入し、５月 27 日㈪（消印有効）までに広報広聴課へ。
※応募は１人１通。当選者は全問正解者の中から抽選のうえ決定。発表は発送をもって代えさせていただきます。
※お寄せいただいた感想、ご意見は、匿名で広報紙に掲載することがあります。アンケートやご意見の内容は抽選に影響しません。

応
募
方
法

クイズに答えてステキな商品を当てよう！

❖はがき　〒625-8555（住所不要）　舞鶴市役所広報広聴課あて
❖市ホームページ応募フォーム
　（https://www.city.maizuru.kyoto.jp/jform/quiz.html）

広報クイズ
令和元年度 舞鶴市予算（一般会計）
〇〇〇億2,247万円

赤れんが３号棟に開設された
「〇〇〇〇〇〇〇〇ビレッジMAIZURU」

〇〇代目国際交流員の曲振波さんが着任

【広報まいづるアンケート】

５月号プレゼント
黒毛和牛味付けホルモン（500㌘）を５名様に

黒毛和牛のホルモン（ショウチョウ、センマ
イ、ハツ）を味噌ダレで味付けした当店の人気
商品です。お得なクーポンをLINE@で配信中。
ぜひご登録ください！

提供 : 肉の ABCフーズ （市内字引土 300、☎ 76・0701）

最新技術×まちづくり
便利な田舎ぐらし

市では、AIやIoTといった最新技術を持つ民間企業な
どと連携することで、人と人とのつながりを大切にして
生活していた昔の良さを維持しながら「便利で心豊かに
暮らせるまち」を実現し、全国のモデルとなるようなまち
づくりを目指しています。

市ホームページでは、そのための取り組み
などを紹介していますのでご覧ください。右の
コードからアクセス可。　　　　

　　　　　　　　　　　 《広報広聴課》

ここをクリック！→
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人権の輪 イメージから一歩先へ

昨年、沖縄出身の歌手、安室奈美恵さんが惜しまれつつ引
退しました。「安室ちゃん」と親しまれ、ドラマや CM などの
タイアップ曲も多く、老若男女問わず幅広い世代から支持さ
れています。かつては、彼女のファッションスタイルが大流
行し「アムラー」が新語・流行語大賞に選ばれるなど、社会現
象ともいえるほど多くの人々を魅了しました。

引退発表の後、テレビ番組で引退についての街頭インタ
ビューが流れており、ある関西在住の年配の女性が「私は、ど
こかで本土の人と距離を感じていたのか、沖縄出身だとい
うことをあまり言いませんでした。でも安室ちゃんの活躍以
後、私の中の沖縄のイメージが変わり、今では誇りを持って
沖縄出身だと言えるようになりました」と語っていました。

沖縄といえば、観光・リゾート地や安室さんなどの芸能人
の出身地としてのイメージがあるほか、沖縄が歩んできた歴
史から抱くイメージなど人によって思い浮かぶことはさま
ざまです。「イメージ」とは、ある物事に対して抱く印象や連
想することですが、このイメージには先入観や偏見となって

しまう危ない一面があります。例えば「関西の人は、みんな早
口で、話が面白い」イメージがあるとしても、話す速さは人に
よって違い、関西人全員が面白いというわけではありません。

また、そのものが持つ一面だけをとらえた印象や過去の経
験による思い込みが心に残り、固定的なイメージを持ってし
まうこともあります。マイナスイメージを持ってしまうこと
で関わることを避けたりしがちになります。イメージは想像
なので、それを思い浮かべる人によってそれぞれ違い、不確
かなものだといえます。「怖そうなイメージがあったけれど、
話してみると、優しい人だった」というように、話すことで想
像ではなく本物の相手のことが分かり、勝手に抱いていた
イメージと現実とが全然違っていたということもあります。
想像だけで分かったような気になってしまうイメージの落
とし穴。特に人と人との関係は、想像で語るのではなく、話し
て、関わって、やっと分かるものなのです。

《人権啓発推進室》

新鮮でおいしい海産物が手に入る「港町・舞鶴」。定
番のお刺身もいいけどちょっと違う食べ方がしたい
というときには、たっぷりの薬味でマリネはいかがで
しょうか。同じく青魚のイワシをはじめ、赤身のカツ
オ・マグロにもよく合います。今回は、夏に向けて５～
６月に脂の乗るアジを使用しました。

【協力】谷口久美子（食生活指導士）

 Vol.35

簡単レシピで手軽にヘルシー

まいづるレシピ帖
アジの薬味マリネ

アジは青魚といわれる種類の魚で、健康に良いDHA
やEPAといった成分を多く含んでいます。一方で青魚
は鮮度が落ちやすいという特徴もあります。舞鶴では、
スーパーや鮮魚店などでもその日の朝に取れたばかり
の魚が流通しており「魚臭さ」のない新鮮な青魚が食べ
られます。青魚にはほかにも、イワシやサバ、サワラな
ど舞鶴でも漁獲量の多い魚がたくさんあります。市水
産協会に登録認定された「舞鶴のさかな提供店」なら、
おすすめの食べ方や旬の魚も教えてもらえます。

一言メモ

材料［４人分］

作り方

❖アジ（大）…1尾
  （正味200㌘）
❖青ネギ…50㌘

❖ミョウガ…30㌘
❖土ショウガ…８㌘
❖ぽん酢…大さじ２
❖オリーブ油…小さじ２

①アジは頭を切り落とし、３枚におろす。皮と小骨を除き、表
面に５㍉間隔で浅い切れ目を入れながら一口大に切る。

②青ネギは小口切り、ミョウガは縦半分に切って小口切り
にしてサッと水にさらしてよく水気を切る。ショウガは
汚れを落とし皮ごとすりおろす。

③②の薬味とぽん酢、オリーブ油を混ぜ、アジを加えて和
え、器に盛り付ける。

１人分 90㌔㌍　塩分0.5㌘

舞鶴の食材…アジ（舞鶴の旬の特
鮮さかな（夏））

222019 広報まいづる 5月号
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消防１１９

ドクター T のひとりごと その
76

昨年 11 月に市議会議員一般選挙、今年２月に市長選挙、
４月に府議会議員一般選挙が実施された。市政や府政の運
営、まちづくりの方向性を誰に託すのかを決める大切な選
挙であるが、近年、投票率の低下が深刻となっている。ショ
ッピングセンターや高専、保安学校の協力も得て、新たに期
日前投票所を設置するなど工夫はしているが、明らかな成
果は表れていない。今後、本人確認を厳密にする中で、ネッ
トワークを用いた電子投票などについても、検討する必要
があると考えている。

候補者は選挙期間中にさまざまな公約を掲げるが、事実
に基づかない内容や実現が不可能な公約も含まれる。公約
の妥当性や実現性を確認し、有権者に知らせる仕組みも必
要であると考える。さらに、候補者が公約を実行するには、
財源確保の問題、法令や条例との整合性、利害関係者との調
整などが必要である。その上で、予算編成権を持つ首長と、
議会の過半数以上の議席を有する議員団とが、合意できる
内容でなければならない。

議会で他の議員団と合意できない少数議員団の公約は、
全く実現が不可能である。市民の皆さんは事実に基づいた
主張を候補者からよく聞き、公約を実現できる候補者を選
んでいただきたいと考えている。

選挙のポイント
今回は結婚式についてお話ししたいと思

います。ウズベキスタンは多民族国家なので
結婚式にもいろいろな種類があります。その中から西洋式と
伝統式の２つを紹介します。

西洋式では、新郎は朝早く起きて正装に着替え、高級車で新
婦の家に向かいます。新婦の家でご飯を食べ、ご両親に結婚に
ついて賛成していただきます。その後、ザグス（婚姻届申請場
所）で婚姻届にサインします。そして、公園や観光地で記念撮影
をし、夜になったらレストランで美味しい食事やお酒を飲ん
だり、踊ったりして楽しい時間を過ごします。

伝統式では、新郎新婦の家族が朝早く起きて 200 人分のプ
ロフ（ウズベキスタンの伝統料理）を作り、お祝いに来ていただ
いた皆さんに振る舞います。その後、ザグスで婚姻届にサイン
して公園や観光地で記念撮影をします。そして、500 人程の
ゲストをレストランに招待し、結婚を盛大にお祝いします。

ウズベキスタンの結婚式は非常に大きな行事です。結婚式
には親戚や友人、仕事の同僚だけではなく近所の人も招待しま
す。招待した友達の友達も来たりするので少なくとも 500 人
くらいは結婚式のために集まります。全く知らない人も参加す
るので日本人からしたら不思議な空間かもしれませんね。

《スポーツ振興課》

結婚式
国際交流員  レ・アルトゥル
ウズベキスタンの文化

応急担架の作り方
けが人や急病人を安全な場所に

搬送したり、病院へ搬送しなけれ
ばならないとき、必ずしも担架が
あるとは限りません。そんなとき、
活用することができる応急担架の
作り方を伝授します。

【必要物品】棒か竹 2 本、上着 5
枚程度（物干し竿の場合は強度
を保つため 4 本（2 本× 2））

【手順】5 着程度の上着を用意し、
両そでに棒を通して完成。長袖
の場合は、両手で棒を持ち、裏返
すように脱ぎながら棒に通すと
より強固に。ボタンやチャック
がある上着の場合は、ボタンを
掛けた状態で使用を。
※毛布などでも作れます

《消防本部》

今月から始まる新連載「小児医療の虎の巻」
では「こんな時どうするの？」といった子ど
もの急病への対処法を紹介します。
�子どもの様子がおかしかったら…

まず、落ち着きましょう。そして子どもの
様子をしっかり見ましょう。「体温」「症状」「きげん」「食欲」

「尿や便の状態」などを確認し、かかりつけのお医者さんか♯
8000（京都府小児救急電話）に相談しましょう。

《京都府小児救急電話相談》
【時間】19 時～翌日８時（土曜日は 15 時～翌日８時）
【電話】♯ 8000 か 075・661・5596
【内容】看護師や小児科医師が電話相談に対応。発熱、打撲、おう吐、
けいれんなど、夜間に子どものことが心配になったら相談を。
�いざというときに慌てないために

病院では緊急を要する重篤な入院患者さんに 24 時間体制
で対応をしているため、いつでも小児科医に診てもらうのは
困難です。一般的に子どもによく出る症状について基礎的な
知識を持ち、軽症の場合は診療時間内に受診するなど、医療
機関への上手な受診を心掛けましょう。

《地域医療課》

小児医療の虎の巻
監修　舞鶴医療センター
母子保健・小児医療センター部長　小松 博史先生

お役立ち情報をお届け！！
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ウ
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カ
ン
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今
回
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D
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m  

J
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a
n
㈱
」
の
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る
ひ
で
き

英
希
さ
ん
と
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が
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う
き樹

さ
ん
に
、
下
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井
に
あ
る
軽
未
使
用
車
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門
店

舞
鶴
店
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
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▪
現
在
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

治
さ
ん
　
舞
鶴
店
の
店
長
と
し
て
店
舗
の
運
営
管

理
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
教
育
な
ど

の
分
野
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

永
井
さ
ん
　
お
客
さ
ま
を
相
手
に
、
い
わ
ゆ
る

自
動
車
販
売
の
営
業
マ
ン
を
や
っ
て
ま
す
。

▪
会
社
に
入
ら
れ
た
動
機
は
？

治
さ
ん
　
出
身
は
神
戸
な
の
で
す
が
、
飲
食
店
で

独
立
し
よ
う
と
思
い
、
求
人
情
報
誌
を
開
い
た
と

き
、
当
社
の
飲
食
店
の
ス
タ
ッ
フ
募
集
を
見
つ

け
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
車
屋
と
思
わ
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に

入
社
し
た
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で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
車
屋
も

経
営
し
て
い
た
た
め
、
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年
ぐ
ら
い
飲
食
店
で
働

い
た
後
、
会
社
の
運
営
管
理
の
実
力
を
付
け
た
く

て
、
現
在
は
車
の
事
業
部
で
学
ん
で
い
ま
す
。

永
井
さ
ん
　
漫
画
家
を
目
指
し
て
い
た
時
期
が

あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
違
う
な
と
思

い
、
中
学
生
の
こ
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か
ら
好
き
だ
っ
た
車
に
携
わ

る
仕
事
が
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た
く
て
、
現
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に
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て
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ま
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。

▪
今
の
お
仕
事
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ど
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で
す
か
？

治
さ
ん
　
飲
食
業
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
で
す

ね
。
飲
食
も
車
も
、
仕
事
と
し
て
は
お
客
さ
ま

相
手
な
の
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一
緒
な
の
か
な
、
と
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っ
て

い
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揚
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か
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井
さ
ん
　
入
社
直
後
の
頃
は
査
定
や
車
の
取

り
引
き
が
で
き
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さ
ん
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に
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を
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っ
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「
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仕
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永
井
さ
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研
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中
に
、
娘
さ
ん
に
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う
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探
し
て
い
る
ご
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再
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来

店
さ
れ
た
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い
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が
印
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6
か
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も
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方
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来
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。

▪
会
社
の
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だ
さ
い
。

治
さ
ん
　
当
社
の
風
土
は
「
ス
キ
ル
よ
り
も
意

欲
」
で
す
。
や
る
気
が
あ
り
、
そ
こ
に
向
か
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力
で
き
る
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を
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全
力
で
バ
ッ
ク

ア
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プ
し
ま
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。
挑
戦
し
た
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気
持
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、
環
境
を
作
っ
て
く
れ
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で
、
想
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「
夢
‐
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を

実
現
し
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す
い
会
社
か
な
と
思
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ま
す
。

D
r
e
a
m 

J
a
p
a
n
株
式
会
社

　自動車販売会社として2008年に創業。
「日本一の軽自動車の販売会社」にするとい
う目標のもと、現在では、自動車事業に留ま
らず、飲食事業も行い、グループ会社では
不動産事業、海外事業、福祉事業など幅広
い業務を展開。創業の地である舞鶴市を中
心に福知山市、加古川市、さらには海外にも
進出し、お客さまのニーズに合わせ、出会え
てよかったと思えるサービスを提供している。

Dream Japan ㈱プロフィール

Watch Good Company ！
ウオッチ　グッド　カンパニー

お客さまと一緒に未使用車を見て回る

車体の整備をする技術スタッフ修理か所をお客さまに説明

購入のプランを提案する永井さんインタビューした永井さん（左）と治さん（右） 夢
に
向
か
っ
て
ア
ク
セ
ル
全
開

242019 広報まいづる 5月号



五月病から
“息を吹き返す”
呼吸の秘密

ホ
ッ
ト
な

健
康
情
報
を
お
届
け
！

問 

健
康
づ
く
り
課（
☎
6
5
・
０
０
６
５
）

春
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
季
節
。入
学
や
就

職
、転
勤
、異
動
な
ど
…
。新
鮮
な
気
持
ち
や
ド
タ
バ

タ
の
忙
し
さ
の
な
か
、知
ら
な
い
間
に
頑
張
り
す
ぎ

て
い
ま
せ
ん
か
？

「
五
月
病
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、身
の
回

り
の
変
化
や
年
度
替
わ
り
の
忙
し
さ
を
乗
り
切
っ
て

き
た
勢
い
や
緊
張
感
が
緩
み
、疲
れ
が
押
し
寄
せ
て

く
る
こ
と
で
、連
休
明
け
ご
ろ
に「
な
ん
と
な
く
体

調
が
悪
い
」「
学
校
や
会
社
に
行
き
た
く
な
い
」「
食
欲

が
な
い
」と
い
っ
た
倦
怠
感
が
襲
っ
て
き
ま
す
。

今
年
は
超
大
型
の
10
連
休
。超
大
型
の
五
月
病
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、隠
れ
た
ス
ト
レ
ス
に
耳

を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
ス
ト
レ
ス
に
気
付
い
て

五
月
病
は
医
学
的
な
病
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
精
神
的
な
症

状
の
総
称
で
す
。

ス
ト
レ
ス
は
、苦
し
さ
や
し
ん
ど
さ
だ
け
で
な
く
、

暑
さ
や
寒
さ
、騒
音
な
ど
、ほ
と
ん
ど
無
意
識
に
受

け
る
も
の
も
含
め
誰
も
が
日
常
的
に
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。た
だ
、精
神
的
に
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
し
て

い
た
り
、何
ら
か
の
一
時
的
な
強
い
ス
ト
レ
ス
が
か

か
っ
て
い
た
り
す
る
と
、そ
の
人
に
と
っ
て
の
感
じ

方
や
心
身
へ
の
影
響
度
合
い
も
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、あ
る
人
に
と
っ
て
は
心
地
よ
い
ス
ト

レ
ス
が
、別
の
人
に
は
不
快
な
ス
ト
レ
ス
と
感
じ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、同
じ
人
で
も
、状
態

に
よ
っ
て
平
気
な
時
や
強
く
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
と

き
が
あ
り
ま
す
。

身
体
か
ら
の
S
O
S
⁉

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、興
奮
し
た
り
す
る
と
、自

然
と
呼
吸
は
浅
く
速
く
な
り
ま
す
。

健康教室と相談カレンダー 問 健康づくり課（☎65・0065）
対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 ５月13日㈪
９時30分～11時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談 など なし 無料 不要

歯っぴースマイル教室
（２歳児むし歯予防教室）

２歳６か月児 H28.5.29～11.14生まれ ５月16日㈭
９時～10時45分 ❖歯の話

❖歯科健診
❖フッ素塗布 

先着
各20人 300円 前日までに

電話で
２歳児 H28.11.15～29.5.12生まれ

２歳６か月児 H28.6.16～12.4生まれ ６月６日㈭
９時～10時45分２歳児 H28.12.6～29.6.7生まれ

離乳食教室 ５～６か月児の保護者 ５月24日㈮
14時～15時30分 ❖離乳食の話と試食 先着

15人 無料 前日までに
電話で

助産師相談 妊産婦、新生児・乳児 ５月22日㈬
９時～11時

❖妊娠中の相談
❖産後や子育ての相談 なし 無料 不要

呼
吸
は
無
意
識
に
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。そ
の
た
め
、意
図
せ
ず
に
心
理
的
な
要
因
な
ど

に
影
響
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、呼
吸
が
浅
く

な
る
に
つ
れ
て
軽
い
酸
欠
状
態
に
陥
り
、頭
痛
な
ど

の
症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
。息
苦
し
さ
や
吸
い

込
み
に
く
さ
を
感
じ
た
ら
、も
し
か
し
た
ら
身
体
か

ら
の
S
O
S
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ス
ト
レ
ス
を
吐
き
出
し
元
気
を
吸
い
込
む
呼
吸
法

無
意
識
の
呼
吸
は
ス
ト
レ
ス
に
影
響
さ
れ
る
と
言

い
ま
し
た
が
、逆
に
、意
図
的
に
呼
吸
を
深
く
す
る

こ
と
で
、ス
ト
レ
ス
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
面
に
良
い
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
切
り
ま
す
。深
呼
吸

と
い
う
と
息
を
吸
う
方
に
気
が
行
き
が
ち
で
す
が
、

ま
ず
肺
の
中
に
あ
る
空
気
を
出
し
き
る
こ
と
で
新
鮮

な
空
気
を
め
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
む
こ
と
が
で
き
、全

身
に
酸
素
が
送
ら
れ
、頭
も
ス
ッ
キ
リ
し
て
き
ま
す
。

こ
の
時
、合
わ
せ
て
ラ
ジ
オ
体
操
の
要
領
で
大
き
く

胸
を
ひ
ら
い
て
閉
じ
る
動
作
を
す
る
と
よ
り
効
果
的

で
す
。

何
か
に
集
中
し
て
い
る
と
、身
体
を
あ
ま
り
動
か

し
て
い
な
か
っ
た
り
、緊
張
か
ら
無
意
識
に
首
や
肩

の
筋
肉
に
力
が
入
り
、疲
労
が
た
ま
っ
た
り
血
流
が

悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

深
呼
吸
に
あ
わ
せ
て
伸
び
を
し
た
り
、ス
ト
レ
ッ
チ

も
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
た
め
息
は
幸
せ
が
逃
げ
る
」な
ど
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、深
呼
吸
は
酸
素
と
元
気
を
吸
い
込
む「
福
は
内
」

の
呼
吸
な
の
で
す
。

▲疲れたら「深呼吸」のタイミングで身体も伸ばそう
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朗
読
コ
ン
サ
ー
ト

時
５
月
11
日
㈯
13
時
か
ら

場
総
合
文
化
会
館

内
「
う
た
時
計
」「
千
の
風
に
な
っ
て
」「
糸
車
」な
ど
。

池
内
小
学
校
の
児
童
も
特
別
出
演

問
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
だ
ま
会
の
後
藤
さ
ん

（
☎
76
・
６
１
５
０
）

赤
れ
ん
が
博
物
館 

（
☎
66
・
１
０
９
５
）

《
こ
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト
》時
５
月
５
日
㈷
９
時

～
17
時
内

入
館
無
料
デ
ー
、
前
庭
コ
ン
サ
ー
ト

（
11
時
～
15
時
、「
オ
ジ
ャ
バ
ン
ド
」「
Z
ｅ
ｎ
・
Ｚ
Ａ
」

「
か
し
ま
シ
ス
タ
ー
ズ
」「
ｈ
＆
ｍ
」が
出
演
）、れ

ん
が
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
の
販
売
な
ど

《
動
物
れ
ん
が
展
》時
５
月
31
日
㈮
ま
で
９
時
～

17
時
内
動
物
の
浮
彫
や
刻
印
が
あ
る
れ
ん
が
を

紹
介
料

大
人
３
０
０
円
、
小
学
生
以
上
１
５
０

円（
５
日
は
無
料
）

大
浦
の
農
漁
村
体
験

時
５
月
25
日
㈯
、９
月
28
日
㈯
10
時
か
ら

場
河
辺
集
会
所
集
合
内
田
植
え
や
サ
ツ
マ
イ
モ

の
苗
植
え
、地
引
き
網
、陶
芸
体
験
な
ど

定
先
着
30
人

料

４
，
０
０
０
円（
昼
食
付
き
、
１
回
の
み
の
場

合
は
半
額
）。
小
学
生
以
下
は
無
料（
保
護
者
同

伴
）。
他
Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
か
ら
無
料
送
迎
あ
り

申

５
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
ふ

る
さ
と
大
浦
21
の
永
野
さ
ん（
☎
・
ＦＡＸ
68
・

０
７
７
６
）へ
。

自
然
文
化
園（
☎
68
・
１
１
８
７
）

《
春
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
》
時
５
月
４
日
㈷
10
時
～
15
時

内
か
わ
い
い
動
物
た
ち
と
触
れ
合
え
る「
こ
ど
も
ど

う
ぶ
つ
え
ん
」や
親
子
で
一
緒
に
遊
べ
る
催
し
な
ど

《
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
教
室
》時
５
月
４
日
㈷

10
時
～
15
時
定
先
着
20
人
料
５
０
０
円

《
春
の
花
と
山
野
草
展
》時
５
月
11
日
㈯
～
19
日

㈰
９
時
～
17
時（
最
終
入
園
は
16
時
30
分
）

内
園
内
に
自
生
す
る
山
野
草
を
展
示

《
春
の
星
空
観
察
会
》
時

５
月
11
日
㈯
18
時
30
分

～
21
時（
雨
天
時
は
翌
日
）対
小
学
生
以
上（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）定
先
着
30
人
料
３
０
０
円

《
ア
ジ
サ
イ
を
題
材
に
し
た
絵
手
紙
》ア
ジ
サ
イ
ま

つ
り（
６
月
12
日
～
７
月
11
日
）で
企
画
す
る「
絵
手

紙
コ
ン
テ
ス
ト
」の
作
品
を
募
集
。
１
人
１
点
ま
で
。

申
５
月
20
日
㈪
～
31
日
㈮
に
郵
送
か
持
参
で
。

ま
い
づ
る
五
老
岳
唱
歌
の
集
い

時
５
月
６
日
㈷
13
時
～
15
時
場
五
老
岳
山
頂

料

１
０
０
円
問

田
主
誠
さ
ん（
☎
０
９
０
・

１
２
４
１
・
６
６
６
８
）

京
都
府
北
部
７
市
町
合
同
企
業
説
明
会

時
５
月
23
日
㈭
12
時
30
分
～
15
時
30
分
場
み
や
こ

め
っ
せ（
京
都
市
）
内

府
北
部
７
市
町
の
企
業

１
４
７
社
が
参
加
対
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
の

来
春
卒
業
予
定
者
、Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望

者
、一
般
求
職
者
、既
卒
未
就
職
者
他
履
歴
書
不
要

問
産
業
創
造
・
雇
用
促
進
課（
☎
66
・
１
０
２
１
）

講
演
会「
誰
で
も
で
き
る
！
孟
宗
竹
か
ら

メ
ン
マ
づ
く
り
」

時

５
月
19
日
㈰
14
時
30
分
～
16
時
30
分
場
西
総

合
会
館
講
糸
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
研
究
会
主
宰

の
日
高
栄
治
さ
ん
定
先
着
１
０
０
人
申

５
月
10

日
㈮
ま
で
に
電
話
で
農
林
課（
☎
66
・
１
０
３
０
）へ
。

河
辺
八
幡
神
社
と
観
音
寺
を
訪
ね
る

時
５
月
29
日
㈬
９
時
～
15
時（
雨
天
の
場
合
は
31
日
）

場
大
浦
会
館
集
合
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
古
寺
、文

化
財
遺
跡
を
訪
ね
学
ぶ
講
大
浦
歴
史
研
究
会
、
大

浦
有
志
の
会
対
市
内
在
住
の
成
人
定
先
着
20
人

申
５
月
７
日
㈫
か
ら
電
話
で
同
館（
☎
68
・
２
０
１
０
）へ
。

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
５
月
10
日
㈮
12
時
10
分
～
12
時
50
分
場
市
役

所
市
民
ホ
ー
ル
内
上
田
流
尺
八
道
竹
龍
会
に
よ

る
尺
八
の
演
奏
。
手
向
、深
山
ひ
ぐ
ら
し
、鹿
の

遠
音
な
ど
問
文
化
振
興
課（
☎
66
・
１
０
１
９
）

舞
鶴
山
遊
会「
由
良
ヶ
岳
」公
開
登
山

時
６
月
１
日
㈯
８
時
～
14
時

場

京
都
丹
後
鉄
道
丹
後
由
良
駅（
宮
津
市
）集
合

料

５
０
０
円
申

５
月
13
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
舞

鶴
山
遊
会
の
仲
西
さ
ん（
☎
83
・
９
０
１
１
）へ
。

大
庄
屋
上
野
家

《
神
崎
の
土
付
き
ら
っ
き
ょ
う
予
約
販
売
会
》

時

５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
９
時
～
17
時
料

１
㌔

㌘
４
０
０
円（
洗
い
ら
っ
き
ょ
う
３
０
０
㌘
相
当
）

申

５
月
14
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
加
佐
地
域
農
業

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
☎
60
・
８
２
０
０
）へ
。

《
神
崎
ら
っ
き
ょ
う
の
収
穫
体
験
＆
酢
漬
け
作
り
》

時

６
月
16
日
㈰
９
時
～
12
時
場
神
崎
地
区
の
農

地
定

先
着
20
組
料

１
，３
０
０
円
他

終
了
後
に

地
元
産
の
野
菜
を
味
わ
う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー（
別
料

金
）あ
り
申
５
月
２
日
㈷
～
６
月
２
日
㈰
に
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

名
水
杉
山
楽
校（
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
）

時
５
月
22
日
㈬
10
時
か
ら
場
杉
山
菜
房

定
先
着
15
人
料

２
，０
０
０
円
申

５
月
12
日
㈰

ま
で
に
電
話
で
名
水
杉
山
楽
校
の
松
岡
さ
ん（
☎

０
９
０
・
５
１
２
６
・
３
３
１
９
）へ
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
舞
鶴 

「
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

時
５
月
19
日
㈰
13
時
～
16
時
場
舞
鶴
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
内
「
20
年
後
の
あ
な
た
と
対
話
す
る
」を

テ
ー
マ
に
市
内
４
高
校
在
学
の
８
人
の
女
子
学

生
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問

特
別
委
員
会
委
員
長
の
齋
藤
さ
ん（
☎

０
９
０
・
３
９
９
８
・
６
２
５
５
）

総
合
文
化
会
館 

（
☎
64
・
０
８
８
０
）

《
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
藤
原
弘
子
ト
ー
ク
＆
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
》
時

６
月
15
日
㈯
13
時

30
分
か
ら
対
高
校
生
以
上
定
先
着
50
人

料
１
，０
０
０
円
申
電
話
で
。

《M
A
IZU

R
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 C
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フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
参
加
者
募
集
》時
８
月
17

日
㈯
13
時
30
分
か
ら
対
４
歳
以
上
料
大
人
部
門
、

高
校
生
・
大
学
生
部
門
１
，５
０
０
円
、中
学
生

以
下
部
門
１
，
０
０
０
円
申

７
月
15
日
㈷
ま
で

に
電
話
で
。

《
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ「
11
ぴ
き
の
ね
こ
と
あ
ほ

う
ど
り
」》６
月
１
日
㈯
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
。

友
の
会
会
員
は
５
月
25
日
㈯
か
ら
。
時

９
月
１

日
㈰
13
時
30
分
か
ら
料

全
席
指
定
一
般
２
，

０
０
０
円
、小
学
生
以
下
１
，０
０
０
円
※
当
日

は
５
０
０
円
増
。
友
の
会
会
員
は
前
売
り
の
み
１

会
員
４
枚
ま
で
１
割
引
き
他

２
歳
未
満
は
保
護

者
１
人
に
つ
き
１
人
膝
上
鑑
賞
無
料

5
月
の
お
知
ら
せ

　

催
し

略語の見方　時＝日時　場＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金　 
　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料 無料　他 特になし　申 不要
262019 広報まいづる 5月号



舞鶴市からのお知らせ

地
球
の
ス
テ
ー
ジ　
　
　
　
　
　
　
　
　

＆
東
日
本
大
震
災
の
語
り
部

時
５
月
12
日
㈰
13
時
～
15
時

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

内
海
老
名
こ
こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
桑
山

紀
彦
さ
ん
と
遺
族
会
の
佐
々
木
清
和
さ
ん
に
よ

る
講
演
な
ど
料

１
，
２
０
０
円（
前
売
り
は

２
０
０
円
引
き
、高
校
生
以
下
半
額
）

他
無
料
託
児
あ
り（
要
予
約
）問
実
行
委
員
会
の

橋
本
さ
ん（
☎
０
９
０
・
５
６
６
５
・
１
９
０
２
）

西
図
書
館 

（
☎
75
・
５
４
０
６
）

《
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
》

時
５
月
15
日
㈬
11
時
～
11
時
20
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

《
お
は
な
し
の
部
屋「
さ
わ
や
か
な
み
ど
り
の
中
で
」》

時
５
月
18
日
㈯
11
時
～
11
時
40
分

内
昔
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど

対
小
学
生

《
え
ほ
ん
の
じ
か
ん
》

時
６
月
１
日
㈯
11
時
～
11
時
20
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

東
図
書
館 

（
☎
62
・
０
１
９
０
）

《
赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
》

時
５
月
14
日
㈫
11
時
～
11
時
20
分

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
な
ど

対
０
～
２
歳
児

《
読
書
会
》

時
６
月
３
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

内
柳
美
里
著『
家
族
シ
ネ
マ
』

《
お
た
の
し
み
会
》

時
６
月
５
日
㈬
11
時
～
11
時
30
分
内
人
形
劇
や

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
対
２
～
５
歳
児

サ
ロ
ン「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」  

（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・
９
５
４
６
）

《
森
本
芳
月 

川
柳
展
》

時
５
月
９
日
㈭
～
６
月
５
日
㈬
10
時
～
16
時

《
こ
だ
ま
会
の
朗
読
会
》

時
５
月
13
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

《
フ
ロ
ー
ラ
の
オ
カ
リ
ナ
演
奏
》

時
５
月
27
日
㈪
12
時
30
分
～
13
時

身
障
セ
ン
タ
ー 

日
帰
り
バ
ス
旅
行

時
６
月
４
日
㈫
8
時
30
分
～
17
時
30
分

内
太
陽
の
塔
内
部
見
学
と
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

対

市
内
在
住
の
障
害
者（
児
）と
そ
の
家
族
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
定
先
着
25
人

料
３
，５
０
０
円

申

５
月
７
日
㈫
～
17
日
㈮
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

で
同
セ
ン
タ
ー（
☎
63
・
３
０
０
８
、ＦＡＸ
62
・

９
５
４
６
）へ
。

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
５
月
17
日
㈮
13
時
30
分
～
15
時

場
中
総
合
会
館

内
参
加
者
同
士
の
交
流
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１
０
１
８
）

旅
す
る
蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
観
察
会

時
６
月
１
日
㈯
９
時
～
11
時（
雨
天
時
は
翌
日
）

場
神
崎
浜
海
水
浴
場

内
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
に
飛
来
す
る
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

を
観
察
し
マ
ー
キ
ン
グ
に〝
チ
ョ
ウ
戦
〟

講
西
村
元
延
さ
ん
定
先
着
50
人

申
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
加
佐
公
民
館（
☎

83
・
０
０
３
６
）へ
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

in
舞
鶴

時
５
月
21
日
㈫
13
時
30
分
か
ら

場
赤
れ
ん
が
４
号
棟

内

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
㈱
マ
ク
ア
ケ
の
講
演
と
個
別

相
談
会
対
市
内
の
事
業
者

定
先
着
50
人（
個
別
相
談
会
は
先
着
３
人
、事
前

予
約
制
）申
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
フ
ァ
ク
ス
で

京
都
銀
行（
☎
０
７
５
・
３
６
１
・
２
２
７
１
、ＦＡＸ

０
７
５
・
３
６
１
・
２
０
１
１
）へ
。

赤
れ
ん
が
バ
ザ
ー
ル

時

６
月
９
日
㈰
10
時
～
15
時
場
赤
れ
ん
が
４
号

棟
内
手
づ
く
り
雑
貨
・
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
問
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク（
☎
66 

・

１
０
９
６
）

朗
読
入
門
講
座

時

６
月
５
日
～
７
月
３
日
の
毎
週
水
曜
日
に
計

５
回
、
13
時
30
分
～
16
時
30
分
場

勤
労
者
福
祉

会
館
料
１
，０
０
０
円（
資
料
代
）定
15
人
程
度

申

５
月
31
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、住
所
、電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ

だ
ま
会
の
山
添
さ
ん（
☎
、ＦＡＸ
62
・
６
２
９
２
）へ
。

初
心
者
向
け
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

時

６
月
８
日
㈯
13
時
～
16
時
場
新
舞
鶴
小
学
校

対
小
学
１
～
６
年
生
料

１
，０
０
０
円（
初
回
の

み
）他
月
に
１
回
、第
２
土
曜
日
の
午
前
中
に
実

施
予
定
問
舞
鶴
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
岸
本
さ

ん（
☎
０
９
０
・
２
７
０
６
・
０
０
２
６
）

市の広報番組

Wind of Maizuru 毎週木曜日、12:40 ～
12:50。舞鶴のイベント情報などを紹介。

お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。

　

教
室

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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西
公
民
館 

（
☎
75
・
６
５
０
１
）

《
健
や
か
料
理
教
室
》時
５
月
22
日
～
11
月
27
日

の
水
曜
日
に
計
７
回
、９
時
30
分
～
12
時

内
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
作
り
講
は
ま
な
す
会

対

50
歳
以
上

定
先
着
20
人（
初
め
て
の
人
を
優
先
）

料
１
回
８
０
０
円
申
５
月
16
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
。

《
こ
ど
も
オ
ヤ
ツ
づ
く
り
教
室
》時
６
月
８
日
㈯

９
時
30
分
～
12
時
講
は
ま
な
す
会

対
小
学
４
～
６
年
生
定
先
着
20
人
料
５
０
０
円

申
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

《
健
や
か
子
育
て
教
室「
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
で
オ
シ

ャ
レ
」》時
６
月
17
日
㈪
10
時
～
11
時
30
分

講
塩
田
奈
緒
美
さ
ん

対
子
育
て
中
の
母
親
定
先
着
15
人

料
６
０
０
円
他
西
公
民
館
と「
さ
る
な
ぁ
と
」が

主
催
。
無
料
託
児
あ
り
申

６
月
10
日
㈪
ま
で
に

電
話
で「
さ
る
な
ぁ
と
」（
☎
76
・
８
３
３
３
）へ
。

〈
共
通
〉場
西
総
合
会
館

城
南
会
館 

（
☎
78
・
１
８
０
０
）

《
健
や
か
子
育
て
教
室
～
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
っ

て
～
》時
６
月
７
日
～
10
月
14
日
の
金
曜
日
に
計

５
回
、10
時
～
11
時
30
分
内
音
楽
遊
び
、身
体
を

使
っ
て
の
遊
び
、チ
ャ
イ
ル
ド
カ
ッ
ト
な
ど

他
６
月
７
日
は
舞
鶴
マ
マ
ズ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

定
先
着
20
人
申
５
月
24
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

《
食
の
ル
ー
ツ
を
探
る
～
万
願
寺
甘
と
う
編
～
》

時

６
月
25
日
㈫
10
時
か
ら
内
万
願
寺
甘
と
う
の

歴
史
と
お
い
し
い
料
理
方
法
を
教
わ
る

講

堀
祥
子
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
の
職
員

定
先
着
16
人
料
７
０
０
円

申
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
。

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

（
☎
66
・
１
０
６
１
）

《M
IZU

N
O

走
り
方
教
室
》
時

５
月
18
日
㈯
①
10

時
～
11
時
②
11
時
15
分
～
12
時
15
分
場
東
体
育
館

対
小
学
１
～
３
年
生
定
①
先
着
30
人
②
先
着
６

人
料
①
１
，０
０
０
円
②
２
，５
０
０
円（
①
②
両

方
参
加
の
人
は
２
，０
０
０
円
）申
窓
口
か
電
話
で
。

《
運
動
会
の
た
め
の
大
人
の
走
り
方
教
室
》
時

５

月
21
日
㈫
・
28
日
㈫
19
時
～
20
時
場
東
体
育
館

定
先
着
20
人
料
１
，０
０
０
円
申
窓
口
か
電
話
で
。

《
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
》
時

６
月
６
日
～
７
月
18
日

の
毎
週
木
曜
日
に
計
７
回
、19
時
～
21
時

場
東
舞
鶴
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

料
５
，０
０
０
円（
全
７
回
）申
窓
口
か
電
話
で
。

《
弓
道
教
室
》
時

６
月
４
日
～
７
月
４
日
の
毎
週

火
・
木
曜
日
に
計
10
回
、18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
東
舞
鶴
公
園
定
先
着
15
人
料
３
，０
０
０
円

《M
IZU

N
O

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル
》時
５
月

16
日
か
ら
毎
月
木
曜
日
に
３
回
、
９
時
～
10
時

（
初
級
）10
時
30
分
～
12
時（
上
級
）場
文
化
公
園

体
育
館
講

秋
本
夏
紀
さ
ん
料

１
回
１
，
５
０
０

円（
月
会
員
制
）

《M
IZU

N
O

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ク
ー
ル
》

時

５
月
13
日
か
ら
毎
月
月
曜
日
に
３
回
、
19
時

～
20
時
30
分
場
東
体
育
館
講
秋
本
夏
紀
さ
ん

対
中
学
生
の
経
験
者
料
３
，５
０
０
円（
月
会
員
制
）

陶
芸
館 

（
☎
64
・
３
２
６
３
）

《
手
び
ね
り
初
心
講
座
》時
５
月
15
日
～
８
月
７

日
の
水
曜
日
に
計
６
回
、14
時
～
16
時

定

15
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）料
９
，６
０
０
円

《
ろ
く
ろ
初
心
講
座
》
時
５
月
15
日
～
８
月
７
日
の

水
曜
日
に
計
５
回
、９
時
30
分
～
11
時
30
分
定
５
人

（
多
数
の
場
合
抽
選
）料
８
，０
０
０
円（
粘
土
代
別
）

〈
共
通
〉申
５
月
８
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

と
っ
て
お
き
の
舞
鶴
体
感
講
座  

親
子
で
楽
し
む
自
然
観
察

時
５
月
25
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
神
崎
海
岸
内
浜
辺
の
観
察
・
草
花
、貝
殻
探
し

講
若
狭
湾
生
物
同
好
会
対
市
内
在
住
の
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
定
先
着
20
組
料

１
人
１
０
０
円

申

５
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
中

公
民
館（
☎
62
・
０
４
０
０
、ＦＡＸ
62
・
０
４
４
２
）へ
。

観
光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

時

５
月
20
日
㈪
～
７
月
に
計
８
回
、
19
時
～
21

時
ほ
か
場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー
ほ
か
対
市
内
在

住
の
18
歳
以
上
定

先
着
20
人
料

１
，
０
０
０
円

（
実
地
研
修
ご
と
に
５
０
０
円
）

申

５
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
商
工
観
光
セ
ン

タ
ー（
☎
64
・
６
８
０
０
）へ
。
問

け
や
き
の
会

の
伊
庭
さ
ん（
☎
０
９
０
・
１
８
９
８
・
７
１
１
８
）

赤
れ
ん
が
博
物
館　

市
民
講
座

時
５
月
19
日
㈰
14
時
～
15
時
30
分
内
赤
れ
ん
が

博
物
館
顧
問
で
北
翔
大
教
授
の
水
野
信
太
郎
さ

ん
に
よ
る
講
演「
赤
れ
ん
が
を
訪
ね
る
旅
路
」シ

リ
ー
ズ
①『
北
海
道
の
鉄
道
と
赤
れ
ん
が
』
定
先

着
30
人
申

前
日
ま
で
に
電
話
で
同
館（
☎
66
・

１
０
９
５
）へ
。

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

時

５
月
18
日
㈯
～
10
月
５
日
㈯
に
計
10
回
、
９

時
30
分
～
11
時
30
分
場
身
障
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
か
在
勤
の
15
歳
以
上

定
先
着
20
人
他
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

申

５
月
10
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障

害
福
祉
・
国
民
年
金
課（
☎
66
・
１
０
３
３
、ＦＡＸ

62
・
７
９
５
７
）へ
。

施設の休館日

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

■ 田辺城資料館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
■ 総合文化会館、陶芸館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
■ 文化公園体育館　第２木曜日　　■ ふるさと発見館（郷土資料館）第３水曜日
■ 東体育館　第３木曜日
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舞鶴市からのお知らせ

要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）

時

６
月
８
日
㈯
～
８
月
３
日
㈯
に
計
８
回
、
10

時
～
16
時
20
分
場
身
障
セ
ン
タ
ー
対
市
内
在
住

か
在
勤
の
18
歳
以
上
で
引
き
続
き
府
主
催
の
講

座
を
受
講
し
、そ
の
後
活
動
で
き
る
人（
パ
ソ
コ

ン
要
約
筆
記
の
場
合
は
別
途
条
件
あ
り
）
定

先

着
20
人
他
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
申
５
月
31
日
㈮

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
聴
言
セ
ン
タ
ー（
☎

64
・
３
９
１
１
、ＦＡＸ
64
・
３
９
１
２
）へ
。

舞
鶴
国
際
交
流
協
会 

（
☎
75
・
８
８
０
１
）

《
初
級
中
国
語
講
座
》
時
毎
週
火
曜
日
18
時
30
分
～

20
時
講
国
際
交
流
員
の
曲
振
波
さ
ん
定
先
着
５
人

《
初
級
英
会
話
教
室
》
時

毎
週
金
曜
日
18
時
30
分

～
20
時
講
舞
鶴
国
際
交
流
協
会
員
定
先
着
８
人

〈
共
通
〉場
西
総
合
会
館
料
月
３
，９
０
０
円

申
５
月
15
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
。

消
防
本
部

《
防
火
安
全
講
習
》時
５
月
８
日
㈬
、７
月
４
日
㈭
、

８
月
31
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分
場

東
消
防
署
・

防
災
セ
ン
タ
ー
内

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
の
防
火
管

理
体
制
や
火
気
器
具
の
取
り
扱
い
な
ど
の
講
習
・

実
技
定

先
着
各
40
人
申

所
定
の
用
紙（
東
・
西

消
防
署
備
え
付
け
。
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
各
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
消
防
本
部
か
東
・
西
消
防
署
へ
。

《
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
》
時

５
月
16
日
㈭

18
時
～
21
時
場
西
消
防
署

定

先
着
30
人
申

電
話
で
東
消
防
署（
☎
65
・

０
１
１
９
）か
西
消
防
署（
☎
77
・
０
１
１
９
）へ
。

《
救
急
講
習（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）》
時
５
月
17
日
㈮

18
時
～
19
時
場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー

定
先
着
30
人
申
電
話
で
東
消
防
署
か
西
消
防
署
へ
。

和
洋
中 

基
礎
か
ら
学
ぶ
男
性
料
理
講
座
Ⅱ

時
５
月
11
日
㈯
～
11
月
ま
で
の
第
２
・
４
土
曜
日

に
計
12
回
。
９
時
30
分
～
12
時
場
中
総
合
会
館

内

自
立
し
て
生
き
る
た
め
に
、自
分
が
食
べ
る

も
の
を
自
分
で
作
れ
る
男
性
を
目
指
す
対

20
歳

以
上
の
男
性
定
先
着
各
20
人
料

１
回
６
０
０
円

程
度
他

１
回
の
み
の
受
講
も
可
。
託
児
あ
り（
要

予
約
・
１
人
１
回
３
０
０
円
）申
５
月
８
日
㈬
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
フ
レ
ア
ス
舞
鶴（
☎

65
・
０
０
５
５
、ＦＡＸ
62
・
０
８
７
２
）へ
。

ク
イ
ー
ン
ま
い
づ
る

　

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど
を
行
う
ク
イ

ー
ン
ま
い
づ
る
を
募
集
。
任
期
は
１
年
。

対

市
内
在
住
か
出
身
の
18
歳
以
上
の
女
性（
高

校
生
不
可
）定
３
人（
書
類
選
考
と
面
接
）

申

６
月
６
日
㈭
17
時
ま
で
問
実
行
委
員
会
事
務

局（
商
工
会
議
所
内
、☎
62
・
４
６
０
０
）

市
営
住
宅
の
入
居
者

　

募
集
は
白
鳥
団
地
ほ
か
。
入
居
予
定
は
８
月
。

申
し
込
み
資
格
は
次
の
と
お
り
。
❖
現
在
住
宅

に
困
っ
て
い
る
❖
市
内
在
住
か
在
住
予
定
❖
市

の
定
め
る
基
準
以
下
の
収
入
❖
本
人
を
含
め
２

人
以
上
の
親
族（
婚
姻
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
人

を
含
む
）が
同
時
に
入
居
で
き
る（
一
部
団
地
は

単
身
入
居
可
の
予
定
）❖
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
❖
本
人
と
同
居
人
が
暴
力
団
員
で
な
い
❖
連

帯
保
証
人
が
１
人
必
要

　

案
内
書
を
５
月
27
日
㈪
か
ら
都
市
計
画
課
と
西

支
所
総
務
係
で
配
布
。
申
６
月
３
日
㈪
～
７
日
㈮

に
同
課
へ
持
参
問
都
市
計
画
課（
☎
66
・
１
０
５
０
）

海
自
技
術
海
上
幹
部
な
ど

《
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部
》
時

試
験
は

６
月
24
日
㈪

対
大
卒
以
上
の
人（
応
募
資
格
・
年
齢
は
要
問
い

合
わ
せ
）申
５
月
24
日
㈮
ま
で

《
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹
》時
試
験
は
６
月
21
日
㈮

対

20
歳
以
上
の
人
で
国
家
免
許
資
格
取
得
者
な
ど

申
５
月
24
日
㈮
ま
で

《
一
般
曹
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）》
時
一
次
試
験

は
５
月
25
日
㈯

場
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部

対
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
で
18
～
33
歳
未
満

（
た
だ
し
、
32
歳
の
人
は
採
用
予
定
月
の
１
日
か

ら
起
算
し
て
３
月
に
達
す
る
日
の
翌
月
の
末
日

現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
に
限
る
）

《
自
衛
官
候
補
生（
陸
・
海
・
空
）》
時

５
月
25
日

㈯
場
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部

対
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
で
18
～
33
歳
未
満

（
た
だ
し
、
32
歳
の
人
は
採
用
予
定
月
の
１
日
か

ら
起
算
し
て
３
月
に
達
す
る
日
の
翌
月
の
末
日

現
在
、33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
に
限
る
）

他
疑
問
や
質
問
な
ど
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
を
。

〈
共
通
〉問
自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
舞
鶴
地

域
事
務
所（
☎
63
・
３
２
７
２
）

由
良
川
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

　

由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄
な
ど
、日
常
生

活
で
気
付
い
た
河
川
の
情
報
提
供
対
由
良
川
付

近
在
住
の
20
歳
以
上
定

若
干
名（
多
数
の
場
合

選
考
）他
任
期
は
７
月
１
日
～
来
年
６
月
30
日

申

５
月
31
日
㈮
ま
で
に
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
で
福

知
山
河
川
国
道
事
務
所（
☎
０
７
７
３
・
22
・

５
１
０
４
、ＦＡＸ
０
７
７
３
・
23
・
６
７
４
１
）へ
。

施設の休館日

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

　

募
集

■ 中公民館　第４月曜日　　■ 南・加佐公民館、大浦・城南会館　毎週月曜日
■ 東公民館　毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　　■ 西公民館　第３水曜日
■ 東図書館　毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
■ 西図書館　毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｎ

ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

コ
ー
ス
案
内
や
休
憩
所（
岡
田
小
学
校
）で
給

水
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
。

時

６
月
２
日
㈰
６
時
～
９
時
ご
ろ
申

５
月
30
日

㈭
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
観
光
振
興
課（
☎

66
・
１
０
２
４
、ＦＡＸ
62
・
９
８
９
１
）へ
。

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー 

（
☎
62
・
０
１
０
３
）

《
あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば
》時
５
月
21
日
㈫
10
時
30

分
～
11
時
30
分
場
中
総
合
会
館

内

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
や
絵
本
の
読
み
か
た
り
、

母
親
同
士
の
交
流
な
ど
対

１
歳
未
満
児
と
そ
の

母
親
、妊
娠
中
の
人

《
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば
》時
５
月
８
日
㈬
10
時
30
分

～
12
時
場
舞
鶴
共
済
病
院
内
多
胎
児
親
子
の
交

流
と
情
報
交
換
な
ど
対
多
胎
児
を
育
て
て
い
る
保

護
者
と
そ
の
子
ど
も
、多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

東
公
民
館 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
教
室 

「
ら
く
ら
く
ヨ
ー
ガ
」

時
５
月
24
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分
場
総
合
文
化

会
館
講
大
槻
祐
子
さ
ん
対
子
育
て
中
の
母
親

定
先
着
30
人
他
託
児
あ
り
申
５
月
17
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
東
公
民
館（
☎
62
・
１
２
３
７
）へ
。

た
ん
ぽ
ぽ
カ
フ
ェ

時
５
月
14
日
㈫
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
高
田
工
務
店（
浜
）

内

お
む
つ
な
し
育
児
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
足
立

幸
恵
さ
ん
に
よ
る
講
演「
お
む
つ
な
し
子
育
て
」

問
た
ん
ぽ
ぽ
助
産
院（
☎
64
・
３
３
２
４
）

あ
そ
び
あ
む 

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

《
は
じ
め
て
の「
あ
そ
び
あ
む
」体
験
》

時
５
月
６
日
㈷
10
時
30
分
か
ら
と
13
時
30
分
か
ら

内
あ
そ
び
あ
む
の
紹
介
、あ
そ
び
の
体
験

対
市
内
に
転
入
し
た
人
や
出
産
予
定
の
夫
婦
、未
就

学
児
の
い
る
家
族
な
ど
申
当
日
受
け
付
け
窓
口
で

《
家
族
あ
そ
び
の
体
験「
紙
と
あ
そ
ぶ
」》

時
５
月
12
日
㈰
13
時
30
分
～
14
時
30
分

定
先
着
20
人
申
当
日
受
け
付
け
窓
口
で
。

《
乳
児
あ
そ
び
の
体
験「
紙
と
あ
そ
ぶ
」》

時
５
月
22
日
㈬
10
時
30
分
～
11
時

定
先
着
15
組
申
電
話
か
窓
口
で
。

風
し
ん
の
予
防
接
種

　

風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
人
へ
予
防
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
。
時

来
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

対
舞
鶴
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
❖
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、抗

体
検
査
な
ど
の
結
果
、
抗
体
価
が
低
い
人
❖
妊

娠
し
て
い
る
女
性
の
同
居
者
で
、抗
体
検
査
等
の

結
果
、抗
体
価
の
低
い
人（
た
だ
し
、妊
娠
を
し
て

い
る
女
性
の
抗
体
価
が
低
い
場
合
の
み
）。

問
健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）

５
月
は
消
費
者
月
間

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
と
も
に
築
こ
う 

豊
か
な
消
費
社

会
～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い 

２
０
１
９
～
」。
消
費
者

が
消
費
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
・
消
費
・
廃
棄
な
ど
を
考
え
、

環
境
に
優
し
い
商
品
の
購
入
や
食
べ
物
の
無
駄
を
な

く
す
方
法
、マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
な
ど
、で
き
る
こ
と

か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。　
《
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
以
下
の

と
お
り
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
義
援
金
は
、

日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
届
け
し
ま
す（
金
額
は
受
け
付
け
開
始
か
ら
こ

れ
ま
で
の
累
計
額
）。

❖
東
日
本
大
震
災
義
援
金
…
４
，９
７
１
万

１
，３
５
０
円
❖
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援

金
…
３
４
２
万
７
，０
６
１
円
❖
平
成
30
年
７
月

豪
雨
災
害
義
援
金
…
88
万
８
，
３
４
１
円（
京
都

府
分
）、
４
万
４
７
２
円（
広
域
分
）❖
平
成
30
年

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
災
害
義
援
金
…
２
万
７
，

２
９
４
円
❖
平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
の
大
雨

災
害
義
援
金
…
３
万
４
，０
０
０
円
❖
平
成
30
年

大
阪
府
北
部
地
震
災
害
義
援
金
…
５
０
０
円

《
日
本
赤
十
字
社
舞
鶴
市
地
区
》

ガ
ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
注
意

　

地
域
行
事
や
農
作
業
な
ど
で
ガ
ソ
リ
ン
を
使

う
と
き
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
保
管
】❖
保
管
は
必
要
最
小
限
の
量
に
す
る
❖
火

気
や
高
温
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
十
分
離
す
❖
消
防

法
令
に
適
合
し
た
金
属
製
容
器
に
入
れ
、直
射
日
光

の
当
た
ら
な
い
風
通
し
の
良
い
場
所
で
保
管
す
る

【
取
り
扱
い
】❖
周
囲
に
火
気
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
❖
給
油
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
❖
キ
ャ
ッ
プ

を
開
け
る
と
き
は
圧
力
調
整
弁
で
圧
力
を
抜
く

❖
こ
ぼ
れ
た
り
、漏
れ
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
す
る

《
消
防
本
部
》

京
都
府
か
ら
普
通
自
動
車
税
の
支
払
い

　

普
通
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈮
。

期
限
内
に
納
付
を
。

問
中
丹
広
域
振
興
局（
☎
62
・
２
５
０
２
）

【
有
料
広
告
】

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

５
月
11
日
㈯
～
20
日
㈪「
新
元
号　

無
事
故

で
迎
え
る　

京
の
春
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
ま
ち
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

《
運
動
重
点
》❖
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

❖
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
❖
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
❖
飲
酒
運
転
の
根
絶
❖
二
輪

車
の
交
通
事
故
防
止　

《
ス
タ
ー
ト
式
》時
５
月
11
日
㈯
10
時
30
分
か
ら　

場
海
上
自
衛
隊
北
吸
桟
橋《

市
交
通
対
策
協
議
会
》

　

保
健

　

そ
の
他

　

子
育
て

広報まいづる４月号９㌻「赤れんがおみやげストリート」の場所と28㌻「体育館の休館日」に誤りがありました。訂正してお詫びします。
❖赤れんがおみやげストリートの場所…正）赤れんが５号棟　誤）赤れんが４号棟
❖体育館の休館日…正）文化公園体育館　第２木曜日、東体育館　第３木曜日　誤）文化公園体育館　第３木曜日、東体育館　第２木曜日

お詫びお詫び

302019 広報まいづる 5月号



日 月 火 水 木 金 土

 

休
日
・
急
病
診
療
、
法
律
相
談
、
就
労
相
談
、
人
権
相
談
な
ど

5
May

《カレンダーの問い合わせ先》　▪身体障害者相談…障害福祉・国民年金課（☎66・1033、ＦＡＸ62・7957） 
▪行政書士、税理士、土地家屋調査士、巡回市民・行政相談、司法書士法律相談、困りごと相談…市民課（☎66・1006）
▪ひきこもり支援巡回相談…生活支援相談センター（☎66・5001）
▪高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎66・1018） 
▪聞こえの相談…聴言センター（☎64・3911、ＦＡＸ64・3912）
▪人権相談・特設人権相談…法務局舞鶴支局（☎76・0858） 

▪女性面接相談…人権啓発推進室(☎66・1022）　
▪定例教育委員会…教育総務課（☎66・1070）
▪療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎64・3766）
▪看護職就業相談…府北部看護職支援センター（☎0772・46・9002） 

16

11

27

20

17

9

25

13

●舞鶴市休日急病診療所（舞鶴医療センター敷地内）の内科一次救急診療
受診は、９時～12時と13時～17時（受け付けはそれぞれ終了30分前まで）。
事前に電話で症状などをお伝えください。

●休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）
　できる限り昼間の時間帯に受診をお願いします。また、軽症などの緊急を要しな

い場合にはできる限り平日の診療時間内に「かかりつけ医」での受診を。
●休日の小児科一次診療　受け付けは、17時30分まで。
●土曜日午後診診療所（小児科、内科系）

❖小児科…西村医院（浜、☎ 63・5456）
❖内科系…浮島岸本診療所（溝尻、☎ 63・1235）、 大西医院（浜、☎ 62・0116）、 

肥後内科医院（浜、☎ 62・0359）、 鳥井医院（倉谷、 ☎ 75・3111）
※臨時休診の場合あり。診療時間などはお問い合わせを。

●休日に開局している処方せん対応薬局　開局時間９時～ 17 時
　❖１日㈷・５日㈷…まいづる薬局本店（桃山町、☎ 66・3311）
　❖３日㈷・12 日㈰…まいづる薬局国立前（行永東町、☎ 65・1188）
　❖４日㈷・26 日㈰…フラワー薬局舞鶴店 （浜、☎ 65・2277）

※●印は救急診療関連情報　●印は就職関連情報

18

  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

12

26

19

10

24

3130

21

14

87  舞鶴市休日急病診   
  療所の一次救急診療
☎ 63・4970

5

15

22

28 29

納付のお知らせ
納期：５月31日㈮
❖軽自動車税（全期）
❖普通自動車税(全期、府)

定例教育委員会
14:00 から 
市役所別館

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

司法書士法律相談
13:30 ～ 16:30
市役所本館 
※申し込み優先 
　定員 12 人

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ
特設人権相談
　10:00 ～ 12:00 
　中総合会館

●マザーズジョブ 
カフェ巡回相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

特設人権相談
　9:00 ～ 12:00 

南公民館

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ
●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

人権なんでもお気
軽相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴赤十字病院
　☎ 75・4175

療育相談 
13:30 ～ 15:30 
支援センターみずなぎ

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

身体障害者相談
　13:00 ～ 14:30
　身障センター

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●各種就業相談 
ジョブ・サポ 
まいづる 
☎ 63・0810 

【舞鶴企業・就職応援
ネットも公開中】

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴共済病院 
 ☎ 62・2510

●自立就労個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

聞こえの相談 
13:00 ～ 16:00
聴言センター

女性電話相談 
10:00 ～ 16:00
☎ 65・0056

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

●開業医の診療終了
後の救急・急病診療
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

土地家屋調査士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

巡回市民・行政相談
　13:30 ～ 15:30
　西総合会館

ひきこもり支援巡回相談 
9:00 ～ 12:00

　市役所本館 
※申し込みが必要

●京都ＪＰカレッジ
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　ジョブ・サポ

●看護職就業相談
13:30 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

●上記診療所で対応
できない救急・急
病診療 8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

行政書士相談
　13:30 ～ 15:30
　市役所本館

●福祉のお仕事出張
  相談
　13:00 ～ 16:00
　ジョブ・サポ

高齢者・障害者権利
擁護相談（財産管理・
遺産相続・遺言など）
　13:00 から 
　市役所別館
   ※申し込みが必要

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

●就職個別相談
10:00 ～ 16:00
ジョブ・サポ

女性面接相談 
11:00 ～ 14:10

　フレアス舞鶴
   ※申し込みが必要

23
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6

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴医療センター 
☎ 62・2680

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴共済病院 
☎ 62・2510

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）

9:00 ～ 12:00 
13:30 ～ 16:00
法務局舞鶴支局

困りごと相談
　10:00 ～ 12:00
　13:00 ～ 15:00
　西駅交流センター

●若者サポート 
ステーション出張相談 
10:00 ～ 15:00

　ジョブ・サポ

※ 1
※ 2

連休中は、粗大ごみ戸別収集の申し込みはできません。
持ち込み時間は８時 30 分～ 16 時。

ごみ・し尿の収集

日
収集ごみ 粗大ごみの戸別

収集申込受付
※1

ごみの
持ち込み※ 2 し尿の収集

可燃 不燃 清掃事
務所

リサイクル
プラザ

舞鶴厚
生㈱

舞鶴保健
興業㈲

㈱ア
クア

５
月

１日㈬ ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 ○
２日㈭ ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 ○
３日㈮ 休 ○ 休 ○ ○ 休 休 休
４日㈯ 休 休 休 ○ 休 休 休 休
５日㈰ 休 休 休 ○ 休 休 休 休
６日㈪ 休 ○ 休 ○ ○ 休 休 休

休日・土曜日の水道修理
　当番会社　　 足立管工業㈱ （☎ 75・4140）
　　　　　　　 営業時間：８時～ 17 時

※骨髄バンクドナー登録会も同時開催。400㍉㍑のみ。

献血の日程
25 日㈯   9:00 ～ 12:00 志摩機械㈱

26 日㈰   9:30 ～ 11:00
12:30 ～ 15:30 田辺城まつり会場

看護職就業相談
13:30 ～ 15:00

　ハローワーク舞鶴

※可燃ごみにプラスチック容器やペットボトルなどが混ざっている袋が集積
所に出されています。適切に分別されていないものは回収できませんので、
ごみの適正な分別にご協力をお願いします。

●救急・急病診療
8:30 から

●小児科一次診療 
9:00 ～ 18:00 
舞鶴赤十字病院 
☎ 75・4175

税理士相談
　9:00 ～ 12:00
　市役所本館

31
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満開の「つつじ」の花に囲まれて 明智光秀の盟友・幽斎がくる

【日時】５月４日㈷９時30分から
【場所】東舞鶴公園
【内容】合唱、吹奏楽や書道のパフォーマンス、少年野
球大会、おまつり広場での催しなど

【問い合わせ先】舞鶴つつじまつり協賛会の小塚さん
（☎090・2119・9537）

▪前夜祭
【日時】５月25日㈯18時～20時
【場所】舞鶴公園
【内容】幽斎歌舞伎や講談など
▪当日

【日時】５月26日㈰９時～16時
【場所】舞鶴公園と西市街地一帯
【内容】鎧武者御城下大行列や古今伝授、芸屋台、子
ども歌舞伎など

【問い合わせ先】実行委員会事務局（舞鶴商工振興会
内、☎75・0933）

舞鶴つつじまつり まいづる細川幽斎　田辺城まつり

自衛隊の魅力を身近に

【日時】５月18日㈯９時～16時
【場所】海上自衛隊北吸岸壁、舞鶴航空基地 ほか
【内容】❖護衛艦一般公開❖ヘリコプター飛行展示
❖陸・海・空備品展示❖舞鶴音楽隊の演奏❖海自グッ
ズの販売❖「海自カレー」の提供など❖東郷邸や海軍
記念館、舞鶴館(ジャパンマリンユナイテッド構内)を
公開
※イベント内容は変更になる場合あり

【問い合わせ先】海上自衛隊舞鶴地方総監部（☎62・
2250）へ。

舞鶴グリーンフェスタ2019

コワーキングスペースを体感

【日時】５月19日、６月９日・16日の日曜日、12時～16時
【場所】赤れんが３号棟
【内容】コワーキングスペースで子ども用プログラミング
専用パソコンを使ったオリジナルゲームの制作など

【対象】小学４～６年生
【定員】各日10人程度（多数の場合抽選）【料金】3,000円
【申し込み方法】希望の日程と必要事項（参加児童の氏名、保
護者氏名、学校名、電話番号、メールアドレス、日程の希望
を第２希望まで）を記入し、５月10日㈮までに電話かファク
スで移住・定住促進課（☎66・1085、FAX62・5099）へ。
※コワーキングスペースの詳細は６ページへ

プログラミング教室


